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市政へのご意見 ・ 広報に掲載し

てほしい記事をお寄せください。
広報ふらのは古紙パルプ配合率

60％再生紙を使用しています。
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災 害 時 に は 市 と災 害 時 に は 市 と

ラジオふらのとのラジオふらのとの

協 定 に よ り 災 害協 定 に よ り 災 害

情 報 が 流 れ ま す。情 報 が 流 れ ま す。

災
害
時
の
放
送

月曜日～金曜日月曜日～金曜日

❶9：00 ❷17：30❶9：00 ❷17：30（再放送）（再放送）

ラジオ広報ふらのラジオ広報ふらの5分

▶ ▶ 市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ
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《トピックス》

▶北市長　三期目の所信表明

▶ふらののふるさと納税

▶令和８年度少年の主張

▶国民健康保険税条例改正のお知らせ
◆今月の表紙

６月６日㈯、 観光列車 「富良野 ・美瑛ノロッコ号」 が運行を開始し

JR富良野駅に到着しました。ノロッコ号は今年ラストイヤーを迎え、

セレモニーとしてラベンダーの花束を 「聖華」 として引き継ぐ 「聖

華リレー」 を実施しました。

７ 2026
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vol.778
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生駒隊員

メ イ ド イ ン フ ラ ノ
公 式 web サ イ ト

問 商工観光課　☎ 39 - 2312　

菓子司　新谷
☎ 0167-22-1444

販売先

フラノマルシェ　

道内各空港　ほか

ブランド認定

 58品

【一つひとつ、 ３日間かけて丁寧に作るこだわりの製法】

１日目には、 側面のパートシュクレの仕込み、 成

型。 土台となる特製ビスケット生地をピーカンナッ

ツ ・ ビスケットと合わせて一晩寝かせます。 ２日目

には一晩寝かせた材料を使い、 土台の空焼き、 ３

種のチーズをブレンドしたクリームチーズを流し込

み、 ２度目の焼き。 その後、 鮮度を保つために

-25℃で急速冷凍し、 ３日目に職人が一つ一つ丁

寧にクリームを乗せて完成します。

お知らせ版 ７ 月号 7月15日 発行

広報ふらの 8 月号 8 月 3 日 発行

次
号

新しい新しい

風をおこす風をおこす

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

活 動 リ ポ ー ト

Ｎ
o

.
7

7
8

令
和

8
年

7
月

1
日

発
行

移住 ・定住の促進に務めています！

皆さんこんにちは！地域おこし協力隊の生駒です。

7月10日 （金）、 東京・移住交流情報ガーデンで、 企画を担当した 「ふらの市移住相談会」 を開催します。

富良野で暮らす中で感じている四季の魅力や人とのつながり、 仕事や日々の暮らしのリアルを、 移住を考

える方へ自分の言葉でお伝えしてきます。 富良野に関心を持ってくださる方との出会いを大切にしながら、

市民の皆さんが大切にしている富良野の魅力をしっかり伝えてきます。

10分

月～金曜 各回 10 分月～金曜 各回 10 分❶12：15　❷17：40❶12：15　❷17：40（再放送）（再放送）

地域おこし協力隊地域おこし協力隊  青栁・中村隊員の青栁・中村隊員の
YAMABE BASE CAMPYAMABE BASE CAMP

地域おこし協力隊地域おこし協力隊  梶浦・岡田・生駒隊員の梶浦・岡田・生駒隊員の
ワタシがまだ喋ってる途中でしょうが！ワタシがまだ喋ってる途中でしょうが！

過去放送は富良野市公式YouTubeで聞くことができます過去放送は富良野市公式YouTubeで聞くことができます

第４週の月曜日と金曜日第４週の月曜日と金曜日

❶７月27日㈪ 10:00～　❶７月27日㈪ 10:00～　❷７月31日㈮ 11:00～（再放送）❷７月31日㈮ 11:00～（再放送）

元気ハツラツ！まちづくり元気ハツラツ！まちづくり

▶「こどもまんなか社会」の実現に向けて▶「こどもまんなか社会」の実現に向けて

（こども未来課課長　猪股　俊弘）（こども未来課課長　猪股　俊弘）

60分

https://www.harp.lg.jp/W6WLAIiD
https://www.city.furano.hokkaido.jp/fs/5/0/8/6/3/_/202211_oshirase.pdf
http://madeinfurano.com/
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夢を実現できるまち 誇れるまち富良野

北市長 三期目の所信表明

夢を実現できるまち夢を実現できるまち
誇れるまち富良野誇れるまち富良野

北市長 三期目の所信表明北市長 三期目の所信表明
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質
の
向

極
的
に
取
り
入
れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
と
、
持
続
可
能
な
地
域
経
営
を
実
現
し
て

上
と
、
持
続
可
能
な
地
域
経
営
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
Ｄ
Ｘ
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
な

ま
た
、
行
政
Ｄ
Ｘ
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
な

ど
、
富
良
野
市
が
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き

ど
、
富
良
野
市
が
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
分
野
を
、
市
民
・
企
業
と
の
共
創
の
場
面

た
分
野
を
、
市
民
・
企
業
と
の
共
創
の
場
面

で
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
広
げ
て
ま
い
り

で
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
広
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
す
。  

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
「
課
題
解
決
に

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
「
課
題
解
決
に

挑
戦
す
る
風
土
」
を
育
て
、
本
市
を
課
題
解

挑
戦
す
る
風
土
」
を
育
て
、
本
市
を
課
題
解

決
に
挑
み
続
け
る
ま
ち
へ
発
展
さ
せ
て
ま
い

決
に
挑
み
続
け
る
ま
ち
へ
発
展
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

と
も
に
進
め
る
市
政
運
営

と
も
に
進
め
る
市
政
運
営

３
つ
目
は
、
「
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、

３
つ
目
は
、
「
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、

議
会
と
と
も
に
進
め
る
市
政
運
営
」
で
あ
り

議
会
と
と
も
に
進
め
る
市
政
運
営
」
で
あ
り

ま
す
。

ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
暮

市
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
暮

ら
し
に
寄
り
添
う
こ
と
こ
そ
、
市
政
運
営
の

ら
し
に
寄
り
添
う
こ
と
こ
そ
、
市
政
運
営
の

原
点
で
あ
り
ま
す
。
民
間
企
業
、
団
体
、
Ｎ

原
点
で
あ
り
ま
す
。
民
間
企
業
、
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
そ
し
て
次
代
を
担
う
若
い
世
代
の
方
々

Ｐ
Ｏ
、
そ
し
て
次
代
を
担
う
若
い
世
代
の
方
々

な
ど
か
ら
も
幅
広
く
意
見
を
伺
い
、
日
々
の

な
ど
か
ら
も
幅
広
く
意
見
を
伺
い
、
日
々
の

生
活
の
中
で
生
ま
れ
る
不
安
や
期
待
、
願
い

生
活
の
中
で
生
ま
れ
る
不
安
や
期
待
、
願
い

を
丁
寧
に
受
け
止
め
、
市
政
に
反
映
し
て
ま

を
丁
寧
に
受
け
止
め
、
市
政
に
反
映
し
て
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

ま
た
、
議
会
と
の
協
働
は
、
市
政
の
実
効

ま
た
、
議
会
と
の
協
働
は
、
市
政
の
実
効

性
を
高
め
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で

性
を
高
め
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。
市
民
の
声
を
市
政
の
中
心
に
据

あ
り
ま
す
。
市
民
の
声
を
市
政
の
中
心
に
据

え
、
議
員
の
皆
様
と
建
設
的
な
議
論
を
重
ね
、

え
、
議
員
の
皆
様
と
建
設
的
な
議
論
を
重
ね
、

「
対
立
で
は
な
く
協
働
を
、
停
滞
で
は
な
く

「
対
立
で
は
な
く
協
働
を
、
停
滞
で
は
な
く

前
進
を
」
と
い
う
姿
勢
を
も
っ
て
、
富
良
野

前
進
を
」
と
い
う
姿
勢
を
も
っ
て
、
富
良
野

の
未
来
を
共
に
切
り
拓
い
て
ま
い
り
た
い
と
考

の
未
来
を
共
に
切
り
拓
い
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
３
期
目
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ

こ
の
ほ
か
、
３
期
目
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ

て
、
「
美
し
い
の
そ
の
先
へ
。
Ｗ
Ａ
！
が
ま
ち
、

て
、
「
美
し
い
の
そ
の
先
へ
。
Ｗ
Ａ
！
が
ま
ち
、

ふ
ら
の
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
第
６
次

ふ
ら
の
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
第
６
次

富
良
野
市
総
合
計
画
の
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

富
良
野
市
総
合
計
画
の
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

沿
っ
て
、
私
の
基
本
的
な
考
え
を
述
べ
さ
せ

沿
っ
て
、
私
の
基
本
的
な
考
え
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

て
い
た
だ
き
ま
す
。

子
育
て
に
つ
き
ま
し
て
は
、
核
家
族
化
や

子
育
て
に
つ
き
ま
し
て
は
、
核
家
族
化
や

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
就
労
す
る
保

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
就
労
す
る
保

護
者
の
増
加
な
ど
、
子
ど
も
や
子
育
て
を
取

護
者
の
増
加
な
ど
、
子
ど
も
や
子
育
て
を
取

り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
中
で
、
子
育

り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
中
で
、
子
育

て
に
不
安
や
孤
立
、
負
担
を
感
じ
る
家
庭
も

て
に
不
安
や
孤
立
、
負
担
を
感
じ
る
家
庭
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
と
行
政
が
連
携
・
協
力
し
、
子
育
て

地
域
と
行
政
が
連
携
・
協
力
し
、
子
育
て

世
帯
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
楽

世
帯
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
楽

し
み
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
こ
ど

し
み
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
子
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
環
境
の
構
築
に
努

も
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
環
境
の
構
築
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
世
帯
が
抱
え
る
不
安
や
負

ま
た
、
子
育
て
世
帯
が
抱
え
る
不
安
や
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
を
拠
点
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

タ
ー
」
を
拠
点
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な
相
談
・
支
援

ま
で
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な
相
談
・
支
援

体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
を
第
一
に
、
権
利
が
適
切
に
守

最
善
の
利
益
を
第
一
に
、
権
利
が
適
切
に
守

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ふ
る
さ
と

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ふ
る
さ
と

に
誇
り
を
も
ち
、
生
き
が
い
や
思
い
や
り
に

に
誇
り
を
も
ち
、
生
き
が
い
や
思
い
や
り
に

満
ち
た
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の

満
ち
た
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
、
地
域
に
根
ざ
し
た
生
涯
学
習

実
現
に
向
け
、
地
域
に
根
ざ
し
た
生
涯
学
習

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
が
主
体
的
に

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
が
主
体
的
に

参
加
し
、
自
己
実
現
や
地
域
課
題
の
解
決
に

参
加
し
、
自
己
実
現
や
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
多
様
な
学
び
の
環
境
づ
く
り
に
努
め

向
け
た
多
様
な
学
び
の
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

健
康
づ
く
り
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
向
け
た
健
診
・
保
健
指

生
活
習
慣
病
予
防
に
向
け
た
健
診
・
保
健
指

導
や
、
高
齢
者
保
健
と
介
護
予
防
の
一
体
的

導
や
、
高
齢
者
保
健
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
、
ふ
ら
の
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
継
続

実
施
、
ふ
ら
の
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
継
続

し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。母

子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
妊
産
婦
・

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
妊
産
婦
・

乳
幼
児
へ
の
相
談
支
援
や
産
後
ケ
ア
、
産
前

乳
幼
児
へ
の
相
談
支
援
や
産
後
ケ
ア
、
産
前

産
後
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
、
心
身
の
ケ
ア
や

産
後
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
、
心
身
の
ケ
ア
や

孤
立
防
止
、
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
進

孤
立
防
止
、
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
進

め
る
と
と
も
に
、
医
師
会
や
地
域
セ
ン
タ
ー

め
る
と
と
も
に
、
医
師
会
や
地
域
セ
ン
タ
ー

病
院
と
連
携
し
、
周
産
期
・
小
児
医
療
体
制

病
院
と
連
携
し
、
周
産
期
・
小
児
医
療
体
制

の
確
保
と
安
心
し
て
出
産
・
育
児
が
で
き
る

の
確
保
と
安
心
し
て
出
産
・
育
児
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
医
療

地
域
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
医
療

体
制
の
維
持
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
の
医
師

体
制
の
維
持
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
の
医
師

確
保
及
び
医
療
機
器
更
新
な
ど
に
つ
い
て
支

確
保
及
び
医
療
機
器
更
新
な
ど
に
つ
い
て
支

援
す
る
ほ
か
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

援
す
る
ほ
か
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

ふ
ら
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の
参
画

ふ
ら
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の
参
画

を
通
じ
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
と
充
実
を

を
通
じ
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
と
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
つ
な
が
り

社
会
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
つ
な
が
り  

支
え
合
い
、
共
に
生
き
る
ま
ち

支
え
合
い
、
共
に
生
き
る
ま
ち  

ふ
ら
の
」
の

ふ
ら
の
」
の

実
現
に
向
け
、
多
様
な
世
代
が
安
心
し
て
暮

実
現
に
向
け
、
多
様
な
世
代
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
て

ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
て

誇
り
と
愛
着
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

と
も
に
創
る
時
代
へ
の
転
換

と
も
に
進
め
る
市
政
運
営

▲令和６年４月に保健センター２階に 「こども家庭センター」 が開設

㊤歩いてポイントがたまる「ベジウォーク」

㊦富良野市健康づくり研修会
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夢を実現できるまち 誇れるまち富良野

北市長 三期目の所信表明

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
包

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

介
護
人
材
確
保
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

介
護
人
材
確
保
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
通
い
の
場
を
活
用
し
た
介
護
予
防
・
重

実
、
通
い
の
場
を
活
用
し
た
介
護
予
防
・
重

度
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

度
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人

共
生
社
会
の
実
現
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人

権
に
関
す
る
理
解
促
進
と
啓
発
を
図
る
と
と

権
に
関
す
る
理
解
促
進
と
啓
発
を
図
る
と
と

も
に
、
性
別
に
よ
る
無
意
識
の
思
い
込
み
な

も
に
、
性
別
に
よ
る
無
意
識
の
思
い
込
み
な

ど

「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」
の
解
消
、

ど

「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」
の
解
消
、

外
国
籍
住
民
を
含
む
多
様
な
市
民
が
地
域
で

外
国
籍
住
民
を
含
む
多
様
な
市
民
が
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
社
会
的
包
摂

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
社
会
的
包
摂

施
策
を
進
め
る
こ
と
で
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

施
策
を
進
め
る
こ
と
で
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
す
。文

化
・
芸
術
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
が

文
化
・
芸
術
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
が

多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
親
し
め
る
機
会
の
充
実

多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
親
し
め
る
機
会
の
充
実

を
図
る
た
め
、
富
良
野
市
文
化
芸
術
基
本
条

を
図
る
た
め
、
富
良
野
市
文
化
芸
術
基
本
条

例
の
基
本
理
念
に
沿
っ
た
富
良
野
市
文
化
芸

例
の
基
本
理
念
に
沿
っ
た
富
良
野
市
文
化
芸

術
推
進
基
本
計
画
を
策
定
し
、
富
良
野
演
劇

術
推
進
基
本
計
画
を
策
定
し
、
富
良
野
演
劇

工
場
や
サ
ン
エ
ー
ホ
ー
ル
を
拠
点
に
文
化
芸

工
場
や
サ
ン
エ
ー
ホ
ー
ル
を
拠
点
に
文
化
芸

術
の
振
興
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

術
の
振
興
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

「す
る
」
「み
る
」
「支
え
る
」
た
め
の
人
材
を

「す
る
」
「み
る
」
「支
え
る
」
た
め
の
人
材
を

含
め
た
環
境
整
備
を
進
め
る
た
め
、
富
良
野

含
め
た
環
境
整
備
を
進
め
る
た
め
、
富
良
野

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策
定
し
、
老
朽
化

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策
定
し
、
老
朽
化

し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
更
新
に
よ
り
、
競
技

し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
更
新
に
よ
り
、
競
技

者
や
市
民
が
安
全
で
気
軽
に
集
え
る
場
所
づ

者
や
市
民
が
安
全
で
気
軽
に
集
え
る
場
所
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ア
ス
リ
ー
ト
育

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ア
ス
リ
ー
ト
育

成
や
市
民
の
心
と
体
の

「
健
幸
」
づ
く
り
に

成
や
市
民
の
心
と
体
の

「
健
幸
」
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

移
住
を
検
討
す
る
人
が
憧
れ
を
抱
き
、
住
む

移
住
を
検
討
す
る
人
が
憧
れ
を
抱
き
、
住
む

人
が
誇
り
を
持
ち
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
め

人
が
誇
り
を
持
ち
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
め

ざ
し
、
情
報
発
信
や
相
談
体
制
を
継
続
し
て

ざ
し
、
情
報
発
信
や
相
談
体
制
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

関
係
人
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ワ
ー
ケ
ー

関
係
人
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
の
ほ
か
、

シ
ョ
ン
や
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
の
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
関
わ
り
を
得
た
方

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
関
わ
り
を
得
た
方

や
企
業
と
、
そ
の
繋
が
り
を
活
か
し
た
中
で

や
企
業
と
、
そ
の
繋
が
り
を
活
か
し
た
中
で

関
係
人
口
を
創
出
す
る
こ
と
に
加
え
、
地
域

関
係
人
口
を
創
出
す
る
こ
と
に
加
え
、
地
域

の
住
民
や
企
業
と
の
交
流
を
推
進
し
て
い
く

の
住
民
や
企
業
と
の
交
流
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ

こ
と
に
よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

担
い
手
育
成
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

担
い
手
育
成
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

に
、
生
産
性
向
上
に
向
け
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
、

に
、
生
産
性
向
上
に
向
け
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
、

国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

農
業
基
盤
整
備
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
関

農
業
基
盤
整
備
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
拡
充

係
団
体
と
連
携
し
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
拡
充

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

中
小
企
業
の
振
興
と
創
業
支
援
に
つ
き
ま

中
小
企
業
の
振
興
と
創
業
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
商
工
会
議
所
及
び
商
工

し
て
は
、
引
き
続
き
商
工
会
議
所
及
び
商
工

会
と
連
携
し
、
中
小
企
業
振
興
総
合
補
助
金

会
と
連
携
し
、
中
小
企
業
振
興
総
合
補
助
金

な
ど
の
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、
企
業
の
育

な
ど
の
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、
企
業
の
育

成
・
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

成
・
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
春
設
立
さ
れ

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
春
設
立
さ
れ

た
一
般
社
団
法
人
ふ
ら
の
観
光
振
興
機
構
な

た
一
般
社
団
法
人
ふ
ら
の
観
光
振
興
機
構
な

ど
関
係
団
体
と
連
携
し
、
新
た
な
観
光
地
経

ど
関
係
団
体
と
連
携
し
、
新
た
な
観
光
地
経

営
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か

営
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か

ら
徴
収
を
開
始
し
た
宿
泊
税
を
活
用
し
、
「持

ら
徴
収
を
開
始
し
た
宿
泊
税
を
活
用
し
、
「持

続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
」
に
向
け
取
り

続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
」
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ワ
イ
ン
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
定
版

ワ
イ
ン
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
定
版

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
経
営

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
経
営

の
安
定
と
、
今
後
を
見
据
え
た
高
付
加
価
値

の
安
定
と
、
今
後
を
見
据
え
た
高
付
加
価
値

品
種
の
導
入
な
ど
、
ぶ
ど
う
栽
培
の
適
正
化

品
種
の
導
入
な
ど
、
ぶ
ど
う
栽
培
の
適
正
化

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

雇
用
と
労
働
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

雇
用
と
労
働
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

ま
で
の
３
年
間
を
集
中
対
策
期
間
と
し
た
人

ま
で
の
３
年
間
を
集
中
対
策
期
間
と
し
た
人

材
確
保
対
策
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

材
確
保
対
策
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
官
民
挙
げ
た

い
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
官
民
挙
げ
た

取
組
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
策
期
間

取
組
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
策
期
間

の
延
長
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

の
延
長
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。ま

た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
入
や
関
係
人

ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
入
や
関
係
人

口
創
出
の
取
組
と
連
動
し
、
企
業
等
と
の
連

口
創
出
の
取
組
と
連
動
し
、
企
業
等
と
の
連

携
や
関
係
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

携
や
関
係
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に
努
め
て
ま
い

資
源
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

都
市
基
盤
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
、
橋

都
市
基
盤
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
、
橋

梁
、
公
園
や
上
下
水
道
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ

梁
、
公
園
や
上
下
水
道
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
適
切
な
維
持
管
理
を
継
続
し
、
計
画
的
な

の
適
切
な
維
持
管
理
を
継
続
し
、
計
画
的
な

整
備
、
修
繕
を
図
る
こ
と
に
よ
り
災
害
に
強

整
備
、
修
繕
を
図
る
こ
と
に
よ
り
災
害
に
強

い
イ
ン
フ
ラ
の
確
保
に
努
め
る
ほ
か
、
物
流
・

い
イ
ン
フ
ラ
の
確
保
に
努
め
る
ほ
か
、
物
流
・

▲ 「富良野市文化芸術推進基本条例」 は

令和５年 11 月３日に施行

㊤ 2030 年の富良野の観光の姿を想像

した 「FURANO VISION2030」

㊦市民などを対象にワイン試飲会を開催

▲ワーケーション展開費用助成金では、 対象期

間中に市内事業者等が実施するゼロカーボン推

進を目的とする体験プログラムに参加

観
光
・
救
急
・
防
災
・
生
活
の
向
上
に
不
可
欠

観
光
・
救
急
・
防
災
・
生
活
の
向
上
に
不
可
欠

な
高
規
格
道
路
旭
川
十
勝
道
路
の
全
線
早
期

な
高
規
格
道
路
旭
川
十
勝
道
路
の
全
線
早
期

完
成
に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
機
関
へ
要
請

完
成
に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
機
関
へ
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
民
連
携
に
よ
る
再
開
発
事
業
を

ま
た
、
公
民
連
携
に
よ
る
再
開
発
事
業
を

推
進
し
、
健
全
な
土
地
利
用
、
都
市
機
能
の

推
進
し
、
健
全
な
土
地
利
用
、
都
市
機
能
の

更
新
に
努
め
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
交
流

更
新
に
努
め
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
交
流

人
口
の
更
な
る
増
加
、
ま
ち
な
か
居
住
の
創

人
口
の
更
な
る
増
加
、
ま
ち
な
か
居
住
の
創

出
や
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
賑
わ

出
や
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
賑
わ

い
・
交
流
の
空
間
を
創
出
し
、
中
心
市
街
地

い
・
交
流
の
空
間
を
創
出
し
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

住
宅
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
住
宅

住
宅
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
住
宅

の
改
修
及
び
多
世
代
同
居
住
宅
の
新
築
・
改

の
改
修
及
び
多
世
代
同
居
住
宅
の
新
築
・
改

修
な
ど
へ
の
助
成
を
継
続
す
る
ほ
か
、
空
家

修
な
ど
へ
の
助
成
を
継
続
す
る
ほ
か
、
空
家

等
対
策
計
画
に
基
づ
く
対
策
を
進
め
る
こ
と

等
対
策
計
画
に
基
づ
く
対
策
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
居
住
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い

に
よ
り
、
居
住
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

地
域
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

生
活
、
経
済
、
観
光
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

生
活
、
経
済
、
観
光
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道

な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道

や
バ
ス
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
、
各
モ
ビ

や
バ
ス
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
、
各
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
有
機
的
な
連
携
に
よ
る
利
便
性
の

リ
テ
ィ
の
有
機
的
な
連
携
に
よ
る
利
便
性
の

確
保
を
図
り
な
が
ら
、
合
理
的
で
持
続
可
能

確
保
を
図
り
な
が
ら
、
合
理
的
で
持
続
可
能

な
公
共
交
通
網
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

な
公
共
交
通
網
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
に
つ
き
ま
し
て

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
を
は

は
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
を
は

じ
め
、
様
々
な
ク
ラ
ウ
ド
型
サ
ー
ビ
ス
等
の

じ
め
、
様
々
な
ク
ラ
ウ
ド
型
サ
ー
ビ
ス
等
の

先
進
的
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
着
実
に
活
用
す

先
進
的
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
着
実
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
行
政
運
営
の
一
層
の
効
率
化

る
と
と
も
に
、
行
政
運
営
の
一
層
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
Ｄ
Ｘ
を
担
う
人
材
の
計
画
的

を
図
る
た
め
、
Ｄ
Ｘ
を
担
う
人
材
の
計
画
的

か
つ
継
続
的
な
育
成
に
取
り
組
み
、
市
民
サ
ー

か
つ
継
続
的
な
育
成
に
取
り
組
み
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
利
便
性
向
上
及
び
職
員
の
働
き
方
改

ビ
ス
の
利
便
性
向
上
及
び
職
員
の
働
き
方
改

革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
や
関

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
や
関

係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
防
災
力
の
向

係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
防
災
力
の
向

上
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

上
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

行
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル

行
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
事
務
の
効
率
化
や

技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
事
務
の
効
率
化
や

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
を
推
進
し
、
市
民
と

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
を
推
進
し
、
市
民
と

共
創
す
る
職
員
の
育
成
及
び
組
織
の
活
性
化

共
創
す
る
職
員
の
育
成
及
び
組
織
の
活
性
化

と
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

と
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宿
泊
税
を

財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宿
泊
税
を

含
む
市
税
の
公
平
で
適
正
な
賦
課
徴
収
に
努

含
む
市
税
の
公
平
で
適
正
な
賦
課
徴
収
に
努

め
る
と
と
も
に
、
申
告
納
付
の
電
子
化
や
コ

め
る
と
と
も
に
、
申
告
納
付
の
電
子
化
や
コ

ン
ビ
ニ
納
付
な
ど
、
引
き
続
き
、
納
税
者
の

ン
ビ
ニ
納
付
な
ど
、
引
き
続
き
、
納
税
者
の

利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
今
後
も
積

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
今
後
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
ま
ち
の
魅
力
発
信
と
豊

極
的
に
取
り
組
み
、
ま
ち
の
魅
力
発
信
と
豊

富
な
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
本

富
な
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
本

市
の
施
策
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
企
業
版
ふ

市
の
施
策
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
自
主
財
源
の

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
と
自
然
環
境
の
保
全
に

地
球
温
暖
化
対
策
と
自
然
環
境
の
保
全
に

つ
き
ま
し
て
は
、
太
陽
光
発
電
等
の
再
生
可

つ
き
ま
し
て
は
、
太
陽
光
発
電
等
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
拡
大
と
次
世
代
エ
ネ

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
拡
大
と
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
、
非
化
石
燃
料
に
よ
る
電
力

ル
ギ
ー
の
活
用
、
非
化
石
燃
料
に
よ
る
電
力

供
給
、
森
林
資
源
を
活
用
し
た
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ

供
給
、
森
林
資
源
を
活
用
し
た
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
推
進

ト
制
度
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
推
進

な
ど
に
よ
り
、
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

な
ど
に
よ
り
、
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

テ
ィ
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
減
量
と
再
資
源
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
み
減
量
と
再
資
源
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
り
築
か
れ
た
資
源
リ
サ

市
民
と
の
協
働
に
よ
り
築
か
れ
た
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
紙
お

イ
ク
ル
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
紙
お

む
つ
の
増
加
な
ど
社
会
的
消
費
構
造
の
変
化

む
つ
の
増
加
な
ど
社
会
的
消
費
構
造
の
変
化

に
対
し
て
は
、
新
た
な
手
法
を
導
入
す
る
な

に
対
し
て
は
、
新
た
な
手
法
を
導
入
す
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
目

ど
、
さ
ら
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

指
し
ま
す
。

以
上
、
市
政
運
営
に
対
す
る
私
の
基
本
的

以
上
、
市
政
運
営
に
対
す
る
私
の
基
本
的

な
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

な
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

具
体
的
な
施
策
の
展
開
に
つ
き
ま
し
て
は
、

具
体
的
な
施
策
の
展
開
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
市
政
執
行
方
針
や
予
算
な
ど
で
お
示

今
後
の
市
政
執
行
方
針
や
予
算
な
ど
で
お
示

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
市
は
今
、
大
き
な
転
換
点
に
立
っ
て
い

本
市
は
今
、
大
き
な
転
換
点
に
立
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

人
口
減
少
、
産
業
構
造
の
変
化
、
地
域
コ

人
口
減
少
、
産
業
構
造
の
変
化
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
な
ど
、
私
た
ち
が
こ
の
現

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
な
ど
、
私
た
ち
が
こ
の
現

実
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で

実
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
悲
観

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
悲
観

す
べ
き
壁
で
は
な
く
、
未
来
へ
踏
み
出
す
た

す
べ
き
壁
で
は
な
く
、
未
来
へ
踏
み
出
す
た

め
の
入
り
口
で
す
。

め
の
入
り
口
で
す
。

私
は
３
期
目
の
市
政
運
営
に
あ
た
り
、
市

私
は
３
期
目
の
市
政
運
営
に
あ
た
り
、
市

民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、
互
い
の

民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、
互
い
の

力
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
富
良
野
市
を

力
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
富
良
野
市
を

「
美
し
い
の
そ
の
先
へ
。
」
と
押
し
進
め
る
こ
と

「
美
し
い
の
そ
の
先
へ
。
」
と
押
し
進
め
る
こ
と

を
強
く
決
意
し
て
い
ま
す
。

を
強
く
決
意
し
て
い
ま
す
。  

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
「
夢
を
実
現
で

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
「
夢
を
実
現
で

き
る
ま
ち
、
誇
れ
る
ま
ち

き
る
ま
ち
、
誇
れ
る
ま
ち  

富
良
野
」

富
良
野
」  

の
姿
を

の
姿
を

共
有
し
、
難
局
を
乗
り
越
え
、
未
来
を
創
造

共
有
し
、
難
局
を
乗
り
越
え
、
未
来
を
創
造

し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
、
並
び
に
市
議
会
議
員
の
皆

市
民
の
皆
様
、
並
び
に
市
議
会
議
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
私
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

し
上
げ
、
私
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

▲令和５年 11 月から運行を開始した AI オン

デマンド交通 「ふらのり」

▲毎年開催している環境展では、 ペレットストーブなどの展示やゼロ

カーボンの取組などを紹介
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ふ
ら
の

ふ
ら
の  

の 

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

子育て ・教育の充実に関する事業　（26事業）　子育て ・教育の充実に関する事業　（26事業）　

2億 3,060万円2億3,060万円

・子ども医療給付事業（市単独分） 4,400万円

・小中学校コンピューター整備事業 合計7,230万円

・特別支援教育推進事業 1,660万円

・給食センター整備（広域連合負担金） 1,500万円

・図書館運営管理事業（中央監視装置） 1,480万円

・看護専門学校冷房設備設置工事 1,080万円

　　	 	 など

医療・介護・福祉の充実に関する事業　（11事業）　医療・介護・福祉の充実に関する事業　（11事業）　

1 億 1,790万円1億 1,790万円

・各種予防接種経費 7,000万円

・地域福祉センター冷房設備改修工事 1,000万円

・不採算地区中核医療体制確保対策補助金 1,000万円

・デジタル健幸ポイント事業 640万円

・ケアマネジメント支援事業 620万円

	   など

農業・雇用・観光の振興に関する事業　（21事業）　農業・雇用・観光の振興に関する事業　（21事業）　

1 億 7,540万円1億 7,540万円

・中小企業振興総合補助金 2,900万円

・スマート農業促進支援事業 2,880万円

・無頭川モール整備工事 2,540万円

・観光インフォメーションセンター運営管理 1,420万円

	 など

都市基盤・情報ネットワークの整備に関する事業　（５事業）　都市基盤・情報ネットワークの整備に関する事業　（５事業）　

5,520万円5,520万円

・東５条３丁目地区市街地再開発事業 3,400万円

・住宅改修等促進事業 700万円

 など

環境・景観の保護保全と活用に関する事業　（２事業）　環境・景観の保護保全と活用に関する事業　（２事業）　

900万円900万円

・衛生用品資源化処理事業 860万円

・再生可能エネルギー導入促進事業補助金 40万円

その他市長が必要と認める事業　（３事業）　その他市長が必要と認める事業　（３事業）　

1,340万円1,340万円

・消防庁舎整備（広域連合負担金） 1,000万円

・ワーケーション展開費用助成金 230万円

・共創まちづくり推進事業 110万円

令
和
７
年
度
の
富
良
野
市
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、
全
国
か
ら

15
万
１
４
９
５
件
、
あ
わ
せ
て
25
億
５
１
５
５
万
円
を
い
た
だ
き
、
前
年
度
よ
り
２
億
５
５
４
７
万
円
増
額

と
な
り
、
過
去
最
高
額
に
な
り
ま
し
た
。
返
礼
品
は
メ
ロ
ン
な
ど
、
農
産
物
が
全
体
の
90
％
以
上
を
占
め
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
部
、
寄
附
金
の
使
い
道
を
紹
介
し
ま
す
。

富良野市ふるさと納税寄附受入額の推移

寄附金の使途 件数 金額

子育て・教育の充実 23,346件 ４億687万円

医療・介護・福祉の充実 8,111件 1億3,478万円

農業・雇用・観光の振興 13,515件 2億4,288万円

都市基盤・情報ネットワークの整備 1,260件 2,281万円

環境・景観の保護保全と活用 7,513件 1億3,081万円

その他市長が必要と認める事業 97,750件 16億1,340万円

計 151,495件 25億5,155万円

令和７年度ふるさと納税の使途別寄附額

令和７年度ふるさと応援基金活用事業

寄附者の皆さまからいただいた応援メッセージのほんの一部を紹介します。

・ 還暦祝いとして富良野にお伺いし、大変よい思い出になりました。今後も益々
素敵な富良野市を期待して、次回訪問を楽しみにしています。

・ 第二の故郷として応援しています！

・ 毎年、富良野に旅行でお邪魔しています。大自然に癒されて日々のストレス
が解消されます。あの自然の中で元気に育ってもらえるよう、富良野の子ど

も達のために少しではありますが、寄附させていただきます。

ふるさと納税は、 ふるさと応援基金に積み立てたうえで翌年度以降の事業

に活用しています。 基金を活用した主な事業と活用額を紹介します。

「ふるさと納税」とは、自分が応援したいと思う都道府県や市町村に寄附できる制度です。寄附額のうち２,０００円を

超える部分について、一定の上限の範囲内で住民税の控除や所得税の還付が受けられます。また、寄附額に応じて、

各自治体から返礼品などをもらうことができます。

ふるさと納税
note

問　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

　
　

☎
３
９-

２
２
７
７

0.9
億円

0.6
億円

0.5
億円

0.7
億円

25.5
億円

0.6
億円

17.1
億円

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

8.3
億円

3.3
億円

0億円

5億円

10億円

15億円

20億円

25億円
寄付額は６年連続過去最高額を更新寄付額は６年連続過去最高額を更新

合計　68事業　6億 150万円合計　68事業　6億 150万円

30億円

23.0
億円

https://furano-city.note.jp/
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令和８年度 少 年 の 主 張 大 会
――富良野市子ども未来づくり事業――

最優秀賞に選ばれた小松蒼空さんは、 富良野市代表として７月８日に上川総合振興局で行われる上川地区大会に出場します。

入賞者 ※敬称略

優秀賞

小林  詩歩 （富良野西中３年）

角瀬　玲夏 （富良野東中２年）

奨励賞

入交　夏緒 （富良野西中３年）

久保　陽希 （富良野東中３年）

荒木　彩花 （麓郷中２年）

柿原　希美 （富良野東中２年）

野村　夏伊利 （富良野西中３年）

益田　可絵 （樹海学校９年）

藤井　詩子 （富良野東中３年）

松田　莉璃 （富良野西中３年）

      　　　　　　　　　（発表順）

最優秀賞

小松　蒼空  さん

（麓郷中学校　３年）

問学びのまち推進課 
☎ 39 ｰ 2318

挑
む
た
め
の
一
歩

皆
さ
ん
は
「
挑
戦
」
と
聞
い
て
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

新
し
い
こ
と
に
踏
み
出
す
勇
気
、
成
長

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
あ
る
い
は

自
分
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
こ
と
な
ど
、

考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
中
学
二
年
生
の
一
年
間
で
、「
挑

戦
」
と
は
決
し
て
簡
単
な
も
の
で
は
な

く
、
不
安
や
恐
怖
を
と
て
も
感
じ
る
大

き
な
壁
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
た
先
に
は
自
分
で
も
想
像
し
て
い

な
か
っ
た
成
長
や
喜
び
が
待
っ
て
い
る

も
の
だ
、
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
私
は
、「
挑
戦
」
と
い
う

も
の
を
安
易
に
考
え
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
や
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
に
で
き
る

も
の
、
多
少
面
倒
で
も
気
合
い
で
何
と

か
な
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
考
え
が
大
き
く
変
わ
る

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
初

め
て
参
加
し
た
ス
キ
ー
の
合
宿
で
す
。

そ
の
合
宿
に
は
、
今
ま
で
関
わ
っ
た

こ
と
の
な
い
人
た
ち
が
多
く
参
加
し
て

お
り
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
私
は
も
と
も
と

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
得
意
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
話
し

か
け
る
こ
と
が
苦
手
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
誰
に
も
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
た
だ
周
り
の
様
子
を
う
か
が
う
こ

と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
と

し
て
、
誰
と
も
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
合
宿
中
は
ず
っ
と
孤
独
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
慣
れ
な
い
環

境
で
の
生
活
や
練
習
は
身
体
的
に
も
厳

し
く
、
精
神
的
に
も
大
き
な
負
担
と
な

り
、
合
宿
は
と
て
も
辛
い
も
の
で
し
た
。

そ
れ
で
も
私
は
「
次
は
き
っ
と
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
考
え
、
二
回
目
の
合
宿

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実

は
そ
う
甘
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
回
目
の
合
宿
で
は
、
十
人
以
上
が

同
じ
部
屋
で
生
活
す
る
大
部
屋
で
過
ご

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
人
と
関
わ
る

た
め
に
は
自
分
か
ら
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
大
切
だ
と
頭
で
は
理
解
し
て
い
て

も
、「
気
ま
ず
い
」「
ど
う
思
わ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
」
と
不
安
ば
か
り
が
先
に

立
ち
、
結
局
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
部
屋
へ
戻
る
足
は
鉛
の
よ
う
に
重

く
、
普
段
な
ら
簡
単
に
踏
み
出
せ
る
一

歩
が
ど
う
し
て
も
踏
み
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
周
囲
の
人
々
や
環
境
す
べ
て
が

恐
ろ
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
時
、
コ
ー
チ
た
ち

が
自
分
の
経
験
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
最
初
は
怖
そ
う
に
見
え
た
人
も
、

話
し
て
み
た
ら
意
外
と
面
白
か
っ
た
。」

「
一
人
で
知
ら
な
い
場
所
に
行
っ
た
と

き
は
、
と
て
も
不
安
だ
っ
た
。」
な
ど
、

誰
も
が
最
初
は
同
じ
よ
う
に
不
安
や
恐

怖
を
感
じ
て
い
る
の
だ
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
私

は
少
し
ず
つ
で
す
が
、
自
分
か
ら
話
し

か
け
る
勇
気
を
も
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
す
る
と
次
第
に
、
周
り
の
人
た

ち
と
も
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
楽

し
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
気
が
つ
け
ば
、
尊
敬
で
き

る
仲
間
や
大
切
な
友
達
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
あ
れ
ほ
ど
怖
い
と
感
じ
て
い
た

場
所
が
、
安
心
で
き
る
場
所
へ
と
変
わ
っ

た
の
で
す
。
こ
の
と
き
私
は
、初
め
て「
挑

戦
」
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。

こ
の
経
験
を
通
し
て
、
私
は
「
挑
戦
」

と
は
決
し
て
一
人
だ
け
で
乗
り
越
え
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
挑
戦
は
確
か
に
難
し
く
、
時
に

は
逃
げ
出
し
た
く
な
る
ほ
ど
怖
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
周
り
の
人
の
支
え
や

励
ま
し
が
あ
れ
ば
、
そ
の
大
き
な
壁
も

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

そ
の
先
に
は
自
分
で
は
想
像
も
し
て
い

な
か
っ
た
楽
し
さ
や
達
成
感
が
待
っ
て

い
る
。
ま
た
、
一
つ
一
つ
の
挑
戦
が
、

自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
、
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
く
れ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る

こ
と
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
、
私
た
ち
は
さ
ら
に
多

く
の
挑
戦
に
出
会
う
こ
と
な
り
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
自
分
一
人
の
力
で
は
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
と

き
こ
そ
周
り
の
人
に
頼
り
、
支
え
合
い

な
が
ら
前
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
挑
戦
す
る
こ
と

を
恐
れ
ず
、
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を

も
ち
続
け
た
い
。
そ
し
て
、
一
つ
一
つ

の
経
験
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
成
長
し
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

少年の主張大会の発表を聞くことができます。

富良野市公式 YouTube チャンネル

国 民 健 康 保 険 税

条例改正のお知らせ
国民健康保険加入者のみなさまへ

問 市 民 課 医 療 年 金 係　☎ 39ｰ2310

令和８年度から、 国民健康保険制度が一部改正され、 「賦課限度

額」 と 「軽減基準額」 が引き上げられるとともに、新たに 「子ども・

子育て支援金制度」 が創設されました。 子ども ・ 子育て支援金制度

は、 子育て世帯を支える新たな 「分かち合い ・ 連帯」 の仕組みとし

て、 少子化対策の恩恵を受ける全世代 ・ 全ての経済主体に対し、 医

療保険料とあわせて徴収されるものです。

これに伴い、 富良野市国民健康保険税条例を次のとおり改正しま

した。

基礎課税分

（75歳未満）

後期高齢者支援金分

（75歳未満）

介護納付金分

（40歳以上65歳未満）

子ども・子育て支援金分

（75歳未満）
＝ ＋国民健康保険税 ＋＋

■課税区分

■税率等

課税区分 基礎課税分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

＋

子ども ・ 子育て支援金分

①所得割（所得金額×税率） 8.78％ 2.9％ 1.69％ 0.29％

②均等割（加入人数×金額） 24,300円/人 8,300円/人 9,500円/人 1,000円/人

③平等割（一世帯の金額 21,300円 7,300円 5,700円 1,000円

④18歳以上被保険者均等割※ - - - 100円

※18歳に達する日以後の最初の３月31日まで子どもについては、「子ども・子育て支援金分」の「均等割額」は10割軽減となります。

■賦課限度額の引き上げ

基礎課税分 66万円

後期高齢者支援金分 26万円

介護納付金分 17万円

改 正 前

基礎課税分 67万円

後期高齢者支援金分 26万円（改正なし）

介護納付金分 17万円（改正なし）

子ども・子育て支援金分 3万円

改 正 後

■軽減基準額の引き上げ

軽減の対象となる世帯の前年年間所得合計額の判定式を以下のとおり改定し、 低所得世帯の国民健康保険税軽減基準額

を拡大します。

軽減割合 改正前 改正後

７割軽減 43万円+10万円×（給与所得者等の数-１） 改正なし　　43万円+10万円×（給与所得者等の数-１）

５割軽減 43万円+30.5万円×被保険者数※+10万円×（給与所得者等の数-１） 43万円+31万円×被保険者数※+10万円×（給与所得者等の数-１）

２割軽減 43万円+56万円×被保険者数※+10万円×（給与所得者等の数-１） 43万円+57万円×被保険者数※+10万円×（給与所得者等の数-１）

※被保険者数には、 国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した人も含まれます。

https://www.youtube.com/@city.furano
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マイナ保険証で受

診してください

65歳以上のみなさんへ

介護保険料のお知らせ

７月中に令和８年度介護保険料のお知らせを送付します

■保険料の設定

介護保険料は、 介護サービス費用の見込みに基づい

て３年ごとに見直しが行われます。 令和８年度の介護保

険料は次の表のとおりです。

保険料は、 所得等に応じて段階別に設定され、 どの

所得段階の保険料を納めるかは、 本人の所得や世帯の

課税状況に応じて個人ごとに決まります。

４月から翌年３月までを１年として計算しますが、 年度

途中での資格取得 （65 歳到達、 他市町村からの転入

等） または、 資格喪失 （他市町村に転出等） した場合

は、 加入期間 （資格を取得した月から喪失した月の前

月まで） を月割りで計算します。

■保険料の納め方

特 別 徴 収 　年金の年額が 18 万円以上の方

年金 （老齢 ・ 退職年金、 遺族年金、 障害年金） の

定期支払の際、 受給額から保険料があらかじめ差

し引かれます。

仮　　徴　　収 本　　徴　　収

4月 6月 ※8月 10月 12月 2月

前年の所得が確定していな

いため、4・6・8月は前年度

2月の保険料額と同額を納

めます。

確定した年間保険料額から

仮徴収分（4・6・8月）を差し

引いた額を、3回（10・12・

2月）に分けて納めます。

※保険料年額の決定にともない、 ８月の仮徴収額が変更

になる場合があります。 これは仮徴収額と本徴収額で納

付する額に大きな差が生じる方に対し、 その差額を解消

するため、 年金支給月ごとの徴収額を平準化する （毎

回の徴収額をほぼ同額になるようにする） ものです。

普 通 徴 収 　年金の年額が 18 万円未満の方や

年度途中に 65 歳になった方、 他市町村から転入

した方、 所得段階が変更になった方

市から送付される納付書や口座振替で、期日までに

金融機関やコンビニ等を通じて納めていただきます。

所得段階 対　象　者 保険料率 保険料年額

第１段階

生活保護受給者及び非課税世帯で本人は老齢福祉年金受給者

世帯全員が市民税非課税で本人の課税年金収入額と合計所得額の合計

が82.65万円以下の方

基準額×0.285 20,500円

第２段階
世帯全員が市民税非課税で本人の課税年金収入額と合計所得額の合計

が82.65万円を超え120万円以下の方
基準額×0.485 34,900円

第３段階
世帯全員が市民税非課税で本人の課税年金収入額と合計所得額の合計

が120万円を超える方
基準額×0.685 49,300円

第４段階
世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は非課税で課税年金収入

額と合計所得額の合計が82.65万円以下の方
基準額×0.90 64,800円

第５段階

（基準額）

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は非課税で第４段階に該

当しない方
基準額×1.00 72,000円

第６段階

本人に

市民税が課税

合計所得額が120万円未満の方 基準額×1.20 86,400円

第７段階 合計所得額が120万円以上210万円未満の方 基準額×1.30 93,600円

第８段階 合計所得額が210万円以上320万円未満の方 基準額×1.50 108,000円

第９段階 合計所得額が320万円以上420万円未満の方 基準額×1.70 122,400円

第10段階 合計所得額が420万円以上520万円未満の方 基準額×1.90 136,800円

第11段階 合計所得額が520万円以上620万円未満の方 基準額×2.10 151,200円

第12段階 合計所得額が620万円以上720万円未満の方 基準額×2.30 165,600円

第13段階 合計所得額が720万円以上の方 基準額×2.40 172,800円

※低所得者への保険料軽減強化策として、所得段階が１～３段階の方は保険料が軽減されています。

※令和７年度税制改正により、個人住民税に係る給与所得控除の最低保障額が10万円引き上げられましたが、介護保険制度安定

運営のため、令和８年度の介護保険料算定においては、引き上げ前の算定方法となります。

問 高 齢 者 福 祉 課　☎ 39ｰ2255

後 期 高 齢 者 医 療

制 度 の お 知 ら せ
８月以降の医療機関への受診について

問 市 民 課 医 療 年 金 係　☎ 39ｰ2310

令和８年８月以降の交付物について

資格情報のお知らせ（A４サイズ）が届く方

・84歳以下の方で、マイナ保険

証をお持ちの方

資格確認書（はがき型）が届く方

・85歳以上の方

・84歳以下の方で、マイナ保険証

をお持ちでない方

※「資格情報のお知らせ」が届いた方であっても、なんらかの理由により、マイナ保険証での受診が困難であると申

請された方には、資格確認書を交付します。

資格確認書の交付を希望される方は、資格確認書交付申請書を市役所もしくは支所の窓口にご提出ください。

なお、資格確認書交付申請書は、市役所もしくは支所の窓口でお渡ししているほか、北海道後期高齢者医療広

域連合のホームページにも掲載しています。

令和８年８月以降の医療機関への受診について

資格情報のお知らせが届いた方

資格確認書で受診して

ください

資格確認書が届いた方

医療機関でマイナ保険証を利用した受診ができない場合

資格情報のお知らせは、自身の資格情報を把握するためのものであり、このお知らせのみでは医療機関等を受診

することはできません。なお、マイナ保険証の読み取りができない場合は、マイナ保険証とあわせて資格情報のお

知らせを提示することで、正しい資格情報に基づき医療機関等を受診することができます。

資格確認書をお使い

の方も、 利用登録いた

だければ、 マイナ保険

証の利用が可能です。
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子育てガイド　-ブック -

食
中
毒
に
気
を
付
け
よ
う
！

食
中
毒
は
年
間
を
通
じ
て
発
生
し
ま
す
が
、
６
月

か
ら
８
月
に
か
け
て
は
、
細
菌
が
原
因
で
起
こ
る
も
の

が
特
に
多
く
な
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
見
直
し
、

子
ど
も
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

【食
中
毒
の
予
防
３
原
則
】

つ
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る

①
　
菌
を
つ
け
な
い

生
食
用
の
食
品
と
加
熱
用
の
食
材
は
、
同
じ
容
器

に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
、
包
丁

や
ま
な
板
は
用
途
ご
と
に
分
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で

す
。
特
に
、
肉
を
切
っ
た
後
の
ま
な
板
で
生
野
菜
を
切

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
作
業
ご
と
の

こ
ま
め
な
手
洗
い
も
大
切
で
す
。

②
　
菌
を
増
や
さ
な
い

調
理
し
た
も
の
は
、
す
ぐ
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
す
ぐ
に
食
べ
な
い
場
合
は
、
冷
蔵
庫
で
保
管

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
の
温
度
を
保
つ
た
め
、

中
身
は
７
割
以
下
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

③
　
菌
を
や
っ
つ
け
る

食
材
は
十
分
に
加
熱
し
、
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。
目

安
は
中
心
温
度
７５
℃
で
１
分
以
上
の
加
熱
で
す
。
ま

た
、
時
間
が
た
ち
過
ぎ
た
食
品
や
、
異
変
を
感
じ
る

食
品
は
思
い
切
っ
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

※
食
中
毒
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
市
販
の
下
痢
止
め
な

ど
を
む
や
み
に
使
用
せ
ず
、
早
め
に
医
師
の
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

ふらの子育てアプリ　- 母子モ -

わんぱくざかり 写真募集

ホームページから投稿

子育て支援の情報を紹介 子育て

富良野市公式 LINE

から投稿

 

虹
い
ろ
保
育
所　

☎
22-

２
５
３
３

介護保険 ・ 高齢者福祉サービスガイド

よ
く
あ
る
症
状
と
対
処
法
②

～
料
理
や
家
事
の
段
取
り
が
悪
く
な
っ
た
～

認
知
症
の
方
が
生
活
の
中
で
段
取
り
が
悪
く
な
る

理
由
と
し
て
は
、
や
る
気
が
な
い
の
で
は
な
く
、
頭

の
中
で
手
順
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

本
人
の
気
持
ち

●
複
数
の
作
業
を
同
時
に
こ
な
す
こ
と
が
難
し
い

（
実
行
機
能
障
害
）

●
調
理
器
具
の
使
い
方
や
味
付
け
の
手
順
が
分
か

ら
な
い
。

●
「
う
ま
く
で
き
な
い
」
と
感
じ
、
自
信
を
失
い

か
け
て
い
る
。

注
意
点失

敗
を
責
め
た
り
、
危
な
い
か
ら
と
家
事
を
す

べ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
役
割

を
失
う
こ
と
は
、
自
尊
心
の
低
下
や
進
行
の
一
因

に
な
り
ま
す
。

適
切
な
対
応
例

で
き
る
こ
と
を
見
極
め
、
簡
単
な
作
業
を
お
願

い
し
、
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
役
割

を
持
つ
こ
と
で
自
信
に
つ
な
が
り
、
脳
へ
の
良
い

刺
激
に
な
り
ま
す
。

地
域
の
高
齢
者
で
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
方
を
見

か
け
た
り
、
気
に
な
る
高
齢
者
が
い
る
場
合
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
内
容
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
で
暮
ら
す
高
齢
者
に
対
し
て
、
介
護
、
福
祉
、
健
康
、

医
療
、
権
利
擁
護
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合

的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

認知症を
知ろう

健康カレンダー

今 か ら オ リ ン ピ ッ ク を 狙 う な ら 「 ピ ッ ク ル ボ ー ル 」

中心街活性化センターふらっと

上野 恭
やすよし

慶 さん

健康管理や介護 ・ 医療に役立つ情報を紹介 健康

　
　
　

　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
39-

２
２
５
５

介介
護
・
認
知
症
の
相
談
は
こ
ち
ら

護
・
認
知
症
の
相
談
は
こ
ち
ら

「オリンピックなんて簡単に出れるもんじゃない！別の世界の話！」 と思ってませんか？　確か

に、 どんな競技も国内予選に出場できるレベルになり、 その国内予選で優勝しないと日本代表に

なることはできません。 夢の夢！？。

もしかしたら、 あなたにもチャンスがあるかも？　「ピックルボール」 って知ってますか？　既に

世界に１億人の愛好家がいます。 どんなスポーツ？　バトミントンコートと同じ広さで、 穴の開い

たプラスチックボールをパドルと呼ばれるラケットで打ちます。 球の速度は遅く、 当たっても痛く

ありません。 基本、 ワンバウンドで打ち返しますので、 余裕があります。

2028年のオリンピックに採用される期待がありましたが見送りとなりました。 2032年なら

もしかして…。 ということで、 「ふらっと」 では 「ピックルボール」 を始めます。 （私がやりたい

だけ…） 一緒に、 オリンピックを目指しましょう！

※写真、 年齢、 コメントは申込

み時の内容です。

●肝臓の働き

肝臓は消化吸収後の栄養素の代謝、 アルコールや薬物の解毒、

胆汁の生成などさまざまな役割を担う、 肝心かなめの臓器です。

高い再生力を持ち、 一時的に炎症が起きても回復できる臓器です

が、 慢性的な傷害 （脂肪肝やアルコールの過剰摂取、 感染症など）

があると、 再生しきれなくなり、 最終的に肝硬変 ・ 肝がんへ進行し

ます。

●脂肪肝とは

脂肪肝は肝臓に5％ （約50ｇ） 以上の脂肪が蓄積した状態のこ

とを指し、 正式には 「SLD （エスエルディー） ： 脂肪性肝疾患」 と

言います。 最近では生活習慣に由来するSLDが増加しています。

●MASLD （マッスルディー） とは

SLDのなかで、 過剰飲酒はなく、 肥満や耐糖能異常などの代謝

異常がある場合、 「MASLD （マッスルディー） ： 代謝機能障害関

連脂肪肝疾患」 に分類されます。 簡単に言うとお酒をあまり飲ま

ない方の脂肪肝です。

2026年４月に発行された “MASLD診療ガイドライン2026”

には、 MASLDは肥満や糖尿病、 脂質異常症、 高血圧などの生活

習慣病と密接に関連しており、 肝線維化 ・ 肝硬変 ・ 肝がんに進展

しうるだけでなく、 心血管イベントや慢性腎臓病、 がんのリスクを

増加させる疾患であると書かれています。 日本での有病率は3 ～

４人に１人の割合と言われており、 身近な疾患です。

●肝臓の状態を調べるには

肝臓に関する検査項目としてはALTやAST、 γGTが一般的で

す。 肝臓に含まれる酵素の一種で、 肝臓の傷害があると血液中に

多くなりますので、 健康診断の結果などで必ず確認しましょう。

市の特定健診 ・ 若年者健診では上記の項目以外に、 血小板を追

加し、肝線維化指数であるFIB-4index（フィブフォーインデックス）

を算出します。 MASLDの予後にもっとも関連すると言われている

肝臓の線維化リスクを評価することができます。

症状が出にくい 「沈黙の臓器」 である肝臓のSOSのサインを見

逃さないためにも、 年に一回の健康診断で自分のからだと向き合

う時間を作ってみてはいかがでしょうか。

肝がん撲滅運動　北海道市民公開講座

無料オンデマンド配信　7/1 ～ 7/31まで

代謝機能障害関連脂

肪肝疾患 （M
マッスルディー

ASLD）

について

保健師です

プリキュア大好き！

６
歳

佐
々
木　

咲え

な奈
ち
ゃ
ん

新光町

遊びのひろば （乳幼児対象）

 子育て支援センター☎ 39-2335

～金 子育て相談

子育てについての相談　※託児あり

保健センター

9 : 0 0 - 1 7 : 0 0

金
　（月2 回）

ひよっこサロン （おおむね１歳まで）

遊具 ・ 読み聞かせ ・ ふれあいあそび
保健センター

10:00-11:45月火水金 子育て支援センター開放日

（０歳 - 就学前）

絵本や遊具で親子の交流

子育てサロン （０歳 - 就学前）

絵本や遊具で親子の交流

保健センター

13:30-16:00

 
 （月 3 回）

アリーナで遊ぼう （０歳 - 就学前）

体育遊具あそび、 簡単なゲームなど

スポーツ

センター

サブアリーナ

10:00-11:20（年 4 回）
パパ広場 （0 歳 - 就学前）

体操やゲーム遊び

今月の

予定表 ➡

最近の夏は、気温が高くなる日が多くなりました。夏の遊びといえば「水あそび」です。水に触れることで「気持ちがいい」

感覚を味わうことができます。体を動かし、気持ちがいい経験をすると、食事や睡眠がいつもより多くなるかもしれません。

しかし、 保護者が一人で水あそびの準備や見守り、 片付けを行うことは大変です。 そんなときは、 ぜひ 「子育て支援セ

ンター」 に遊びに来てください。 天気が良い開放日には、 保健センター正面で水あそびの用意をしてお待ちしています。

【持ち物】 水遊び用のパンツ、 タオル、 着替え、 帽子、 飲み物 （大人もズボンや靴が濡れる場合があります）

・ お座りができる赤ちゃんも、 水あそびを体験できます。

・ 室内で遊ぶこともできます。

・ 予定表に 「水あそび」 とは記入していませんが、 いつでも対応できるようご準備ください。

・ 風邪の症状 （鼻水 ・咳 ・微熱 ・下痢など） がある場合は、 ご遠慮ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  子育て支援センター☎ 39-2335

夏の子育て支援センター利用について

http://www.city.furano.hokkaido.jp/docs/2015021700363/
http://www.city.furano.hokkaido.jp/docs/2019073100058/
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=W6WLAIiD
http://www.city.furano.hokkaido.jp/docs/2015020400028/
http://www.city.furano.hokkaido.jp/docs/2021033000063/
https://liff-gateway.lineml.jp/landing?follow=%40584kadxx&lp=SJFLaP&liff_id=1656193534-AP8P7K7z
https://www.city.furano.hokkaido.jp/kosodate/
https://www.huhp.hokudai.ac.jp/liver_center/general/information.html


Information 生活に役立つ情報をお届けします。 くらしの情報
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Ｑ
亡
く
な
っ
た
母
あ
て
に
健
康
食

品
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
届
い
た
。

発
送
元
の
業
者
に
連
絡
を
す
る
と
、
半

年
に
１
度
届
く
定
期
購
入
で
契
約
を
し

て
い
た
よ
う
だ
。
解
約

・
返
品
に
つ
い
て

話
を
聞
く
と

「
今
後
の
配
送
を
停
止
し

解
約
は
で
き
る
が
、
す
で
に
発
送
済
み

の
商
品
に
つ
い
て
は
返
品
不
可
な
の
で
請

求
ど
お
り
支
払
う
必
要
が
あ
る
」
と
言

わ
れ
た
。
私
た
ち
に
は
不
要
な
商
品
な

の
で
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
。

Ａ
セ
ン
タ
ー
か
ら
業
者
に
連
絡
し
、

契
約
者
が
亡
く
な
っ
て
お
り
商

品
を
使
用
す
る
人
が
い
な
い
こ
と
、
商

品
が
未
開
封
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
伝

え
、
返
品
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
か
と

相
談
し
た
と
こ
ろ

「
送
料
を
相
談
者
が

負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
返
品
を
受
け

付
け
る
」
と
の
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

相
談
者
に
連
絡
し
、
送
料
負
担
を
ご
理

解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
業
者
か
ら
案
内

さ
れ
た
返
品
方
法
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

定
期
購
入
や
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
契

約
は
契
約
者
本
人
が
死
亡
し
た
か
ら
と

い
っ
て
自
動
的
に
解
約
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

契
約
期
間
中
の
解
約
・
返
品
は
難
し
い

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
業
者
に
事
情
を
丁

寧
に
伝
え
る
こ
と
で
、
契
約
期
間
が
残
っ

て
い
て
も
、
解
約
や
返
品
を
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
ま
ず
業
者
に
連
絡
を

し
、
状
況
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

連 載 版

亡
く
な
っ
た
母
が
定
期
購
入
し
て
い
た

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
解
約

・
返
品
は
？

消 費

トラブル

防災 ・ 防犯情報をお知らせ

安 全 安 心 メ ー ル

消費生活センター
複合庁舎２階

9:00 ～ 16:00　

土 ・日 ・祝祭日は休み

相談はお電話で 

☎ 39-1166
来所相談は電話で

の事前予約が必要

です

土・日・祝日の相談は

消費者ホットライン

利用方法

◎音声案内

→ 『１』 を押す

→お住まいの

　郵便番号

　７ケタを入力

 市民課 ☎ 39 - 2310　／　旭川年金事務所 ☎ 0166 - 25 - 5606 保険料の支払いはお忘れなく

国 

民

年

金

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
と
き
は
保
険
料
免
除
申
請
を

国民年金 ・老齢基礎年金の

裁定請求手続き

今月の手続き

▼

保
険
料
免
除
制
度

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
所

得
（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
す
る

場
合
は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下

の
場
合
や
失
業
し
た
場
合
な
ど
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

場
合
は
、
ご
本
人
が
申
請
書
を
提
出
し
、

承
認
さ
れ
る
と
全
部
ま
た
は
一
部
免
除

さ
れ
た
り
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
時

は
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

病
気
や
け
が
で
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

老
齢
基
礎
年
金
を
将
来
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
受

け
取
る
た
め
に
は
保
険
料
納
付
期
間
と

免
除
期
間
あ
わ
せ
て
10
年
以
上
必
要
な

た
め
）

●

令
和
８
年
度
の
免
除
・
猶
予
の
受
け

付
け
は
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら
開

始
さ
れ
、
令
和
９
年
６
月
分
ま
で
の

期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま

す
。

●

免
除
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未

納
が
あ
る
方
は
、
最
大
で
２
年
１
カ

月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免

除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

必
要
な
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
窓
口

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
免
除
申
請
を
含
む
年
金
の
各

種
手
続
き
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

昭和 36 年 7 月生まれ

（65 歳の方）

満65歳 の 誕 生 日 前 日 以

降 に手 続 き を してく だ さ

い。 す で に 厚 生年金を 受

給 して いる方 は、 誕 生 月

に 送 ら れてくる ハ ガ キ を

返 送することで 基 礎 年金

の 手 続 き が 完 了 し ま す。

必要なもの

預貯金通帳 ・ 年金手帳 ・ マ

イナンバーがわかるもの、

雇用保険被保険者証など

受付窓口

◉ 複合庁舎 2 階

　　　　市民課窓口 （3-4）

◉ 旭川年金事務所

 環境課　☎ 39 - 2308

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

リサイクル

掲示板

夏
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い
生
ご
み
袋

枝
草
類
を
捨
て
る
時
の
お
願
い

減
災
の
た
め
に

災害の

備 え

シ リ ー ズ 防 災 情 報防 災 情 報

 総務課　☎ 39 - 2300

減災において特に重要なのが 「自助」 （自分の命は自分で守る）

と 「共助」 （地域や身近な人々で助け合う）であり、 それぞれ

が円滑に連携することが大切です。

「
減
災
」
と
は
、「
災
害
に
お
け

る
被
害
は
、
少
な
か
ら
ず
生
じ
て

し
ま
う
も
の
」
を
前
提
と
し
て
、

災
害
発
生
後
の
被
害
を
最
小
限
に

す
る
た
め
に
行
う
事
前
の
対
策
の

こ
と
を
言
い
１
９
９
５
年
に
発
生

し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験
か

ら
生
ま
れ
た
考
え
で
す
。

地
域
や
個
人
で
で
き
る
減
災
の

た
め
の
備
え
と
し
て
内
閣
府
で
は
、

「
減
災
の
て
び
き
」
と
し
て
次
の
７

項
目
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

①
自
助
と
共
助

②
地
域
の
避
難
場
所
や
危
険
区
域

の
確
認

③
地
震
に
強
い
家
に
す
る

④
家
の
中
に
安
全
空
間
を
つ
く
る

⑤
備
蓄
や
常
備
品
の
準
備

⑥
家
族
間
で
の
防
災
会
議

⑦
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

災
害
時
に
お
け
る
減
災
に
む
す

び
つ
い
た
対
応
の
割
合
と
し
て
、

国
が
ま
と
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、
自
助
：
共
助
：
公
助

の
割
合
が
７
：
２
：
１
に
な
る
と

報
告
さ
れ
て
お
り
、「
自
助
」
と
「
共

助
」
の
役
割
が
非
常
に
高
い
の
が

分
か
り
ま
す
。

ま
ず
は
自
分
の
身
を
守
る
こ
と

で
身
の
周
り
の
方
々
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
、「
自
助
」
が
あ
っ
て
こ

そ
「
共
助
」
が
成
り
立
つ
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
皆
さ
ん
が
今
す
ぐ
取

り
組
む
こ
と
が
出
来
る
「
自
助
」

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
家
具
等
の
転

倒
防
止
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
震
災

時
に
自
宅
で
ケ
ガ
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
そ
し
て
安
全
に
避
難
で

き
る
よ
う
に
家
具
等
の
固
定
や
配

置
変
更
で
安
全
な
空
間
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

ごみ分別アプリ 防災ガイドマップ・避難行動判定フロー
http://www.city.furano.hokkaido.jp/
docs/2020061200025/

分別方法
収集日がわかる

薪ストーブ ・ペレットストーブ

住宅用太陽光発電システム導入に補助

2050 年ゼロカーボンシティ実現に向け、 二酸

化炭素排出量を削減するため、 再生可能エネル

ギーを導入する際の費用を一部補助します。

※予算がなくなり次第締め切ります。

薪ストーブ ・ ペレットストーブ

▶補助金	 最大 15 万円 （補助対象経費の 1/2 以内）

▶条　 件	 未使用品で二次燃焼機能、 または熱効

率が薪ストーブで 60％以上、 ペレット

ストーブで 70％以上あること。

住宅用太陽光発電システム

▶補助金	 ●市内業者施工 （10 万円 /kw）

			   最大 50 万円

	 ●市外業者施工 （7 万円 /kw）

			   最大 35 万円

▶条　 件	 ●住宅または店舗などを兼用する住宅へ

の設置

	 ●未使用品で最大出力 1kw 以上 10kw 未満

	 ●蓄電池もあわせて導入すること

 

生
ご
み
袋
は
保
管
の
し
か
た
に

よ
っ
て
破
れ
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●

購
入
か
ら
約
半
年
以
内
に
使
い
切
る

●

高
温
・
多
湿
の
場
所
を
避
け
て
保
管

す
る

●

生
ご
み
を
多
量
に
詰
め
込
ま
な
い

●

生
ご
み
の
水
分
や
糖
分
の
影
響
で
袋

が
弱
く
な
る

生
ご
み
専
用
袋
に
は
、
生
ご
み
だ

け
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

雑
草
な
ど
の
草
類
は
、「
出
す
直
前

に
ご
み
袋
の
口
を
し
ば
る
」
な
ど
、

で
き
る
だ
け
乾
燥
さ
せ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
袋
の
口
を
閉
じ
た
ま
ま
数

日
お
い
て
お
く
と
腐
敗
が
進
み
、
処

理
作
業
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

契
約
前
の
確
認
事
項

家
具
等
の
転
倒
防
止
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季節労働者の皆様へ！

建設機械等技能講習受講者募集

受付期間 令和９年３月まで

受講対象 季節労働者、 元季節労働者

で求職中の方

講習科目 ● 車両系建設機械解体

● 車両系建設機械整地等

● 不整地運搬車

● 高所作業車

● フォークリフト

● 小型式移動クレーン

● 玉掛け

● ガス溶接

会　場 ㈱BREXA　PCT旭川出張所

（旭川市永山北１条１０丁目１３－３８）

受講料 無料

※予算が無くなり次第終了

問合せ 富良野広域圏通年雇用促進

協議会　☎️39 - 2312

ホ
タ
ル
の
光
を
楽
し
も
う

博物館

情報

富良野消防署火災案内サービス　☎ 050 ‐ 5536 ‐ 7067

※ 119 番では災害状況などの確認ができません

 博物館　☎ 42 ‐ 2407

博物館公式Facebook ・ YouTube

昨今、 富良野市内でも見られる場所が限られている

ヘイケボタル。 放流にたよらず、 生息環境の整備で復

活した 「太陽の里」 でホタル観察会を開催します。

と　き 7/18㈯　19:30 ～ 21:00

ところ 山部自然公園 ・ 太陽の里キャンプ場周辺

の湿地　※ふれあいの家駐車場集合

講　師 井口和信さん （富良野の自然に親しむ会）

定　員 30人　※参加無料

持ち物 長靴 ・ 野外活動に適した汚れてもよい服

装 （小雨決行ですので、 必要に応じて雨

具などもご準備ください）

申込み 電話または右記QRコードの

フォームより申し込みください

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人
を
提
出
さ
れ
る
事
業
主
の
皆
様
へ

求
人
掲
載
時
の
営
業
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

雇 用

最
近
、
電
話
で
「
無
料
で
当
社
の
サ

イ
ト
に
求
人
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん

か
？
」
と
の
勧
誘
が
あ
り
、
契
約
し
た

と
こ
ろ
、
無
料
掲
載
期
間
経
過
後
に
自

動
で
有
料
掲
載
へ
移
行
し
、
多
額
の
広

告
料
金
を
請
求
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
案

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

求
人
広
告
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
掲

載
依
頼
す
る
際
に
は

事
前
に
広
告
料
金
や
掲
載
期
間
、
無

料
掲
載
期
間
終
了
後
の
料
金
、
解
約
方

法
等
を
確
認
し
た
う
え
で
契
約
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
上
で
、
営
業
を

お
断
り
で
き
る
旨
を
記
載
で
き
ま
す
！

※
営
業
を
技
術
的
に
拒
否
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
た
求
人
票
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開
す
る
際
に
、

担
当
者
の
名
前
や
電
話
番
号
な
ど
を
非

公
開
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
！

※
た
だ
し
、
同
時
に
事
業
者
名
、
所
在

地
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
画
像
情
報
な
ど

の
他
の
情
報
も
非
公
開
と
な
り
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
窓
口
の
提
供
又
は
求
職
者
マ

イ
ペ
ー
ジ
の
み
閲
覧
可
能
と
な
り
ま
す
。

非
公
開
に
な
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
詳

し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

富良野の自然に親しむ集い　第３回　ヘイケボタル観察会

令
和
８
年
第
２
回

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験
が

行
わ
れ
ま
す
！

受
付
期
間
　
７
月
１
日
〜
８
月
14
日

「
道
民
と
と
も
に
　
道
民
の
た
め
に
」

警
察
官
の
仕
事
は
、
交
番
勤
務
や

犯
罪
捜
査
、
防
犯
活
動
、
交
通
指
導

取
締
、
災
害
救
助
な
ど
多
岐
に
渡
り

ま
す
。
上
司
や
同
僚
、
部
下
な
ど
の

仲
間
と
共
に
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
O
N
、
O
F
F
の
あ
る
職
場
！

　
　
　
　
　
仕
事
も
私
生
活
も
充
実
！
」

仕
事
の
や
り
が
い
は
も
ち
ろ
ん
、

北
海
道
警
察
は
私
生
活
も
大
切
に
す

る
組
織
で
す
。

休
暇
や
給
料
、
育
児
や
介
護
と
の

両
立
な
ど
、
私
生
活
も
充
実
さ
せ
た

い
人
に
と
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。北

海
道
警
察
で
は
各
種
説
明
会
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
説
明
会
な
ど
に
参
加
し

て
、
北
海
道
警
察
に
つ
い
て
知
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。 北

海
道
警
察
官
募
集
中

へその

パトロール

駅 前 交 番 管 内
事 件 事 故 発 生 件 数

（令和8年５月）

◆ 発生件数

　　事 故………… 29 件

　　事 件…………… 1 件

事件や事故は１１０番

相談ダイヤルは

＃９１１０

花

火

・
火

遊

び

に
よ
る

火

災

防

止

に

つ
い
て

消防署

だより

 富良野消防署　☎ 23 - 5119

熱中症は予防が大事！

熱中症は気温が高いなどの環境下で体温調節の機

能が上手く働かなくなり、体内に熱がこもってしま

うことで起こります。屋外だけではなく室内で何も

していないときでも発症し、場合によっては重症化

して死亡することもあります。小さな子どもや高齢

者、持病を持っている方などは特に熱中症になりや

すいため注意が必要です。暑さを避け、水分を摂る

などの「熱中症予防行動」を積極的にとりましょう。

〈熱中症予防のために〉

❶暑さを避ける！

　● 扇風機やエアコンで温度をこまめに調節

　● 遮光カーテン・すだれ・打ち水を利用

　● 外出時には日傘や帽子を着用

　● 天気の良い日は日陰の利用、こまめな休憩

　● 吸湿性・速乾性のある通気性の良い衣服を着用

　● 保冷剤・氷・冷たいタオルなどで、からだを冷

やす（特に、首の周り・脇の下・太ももの付け

根など）

❷水分補給をする！

　● のどの渇きを感じていなくてもこまめに補給　

（水分・塩分、スポーツドリンクなど）　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
花
火
を
楽
し
む
機

会
が
増
え
る
一
方
で
、
花
火
や
火
遊
び
を

原
因
と
す
る
火
災
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
特
に
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
日
や
風

の
強
い
日
は
、
小
さ
な
火
種
で
も
枯
れ
草

や
落
ち
葉
に
燃
え
移
り
、
住
宅
火
災
だ
け

で
な
く
大
規
模
な
林
野
火
災
へ
発
展
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
林
野
火
災
は
一
度
発

生
す
る
と
消
火
が
困
難
で
、
貴
重
な
森
林

資
源
や
自
然
環
境
に
大
き
な
被
害
を
与
え

る
ほ
か
、
人
命
や
建
物
に
も
危
険
が
及
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

花
火
を
行
う
際
は
、
風
の
強
い
日
を
避

け
、
枯
れ
草
や
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で

は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
花
火
の
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
必
ず

大
人
の
監
督
の
も
と
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

使
用
後
は
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
で
確

実
に
消
火
し
、
火
種
が
残
っ
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災

も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ

チ
は
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
場
所
に
保

管
し
、
火
の
怖
さ
や
正
し
い
取
扱
い
に
つ

い
て
家
庭
で
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。火

災
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
不
注
意
か
ら

発
生
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
扱

い
に
責
任
を
持
ち
、
花
火
や
火
遊
び
に
よ

る
火
災
、
そ
し
て
林
野
火
災
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。8/12 ㈬には星空と合わせて

ホタル幼虫の光を観察する第

4 回 「夜闇に浮かぶ光の観察

会～流星群とホタル幼虫」 も

開催します。

 ハローワークふらの　☎ 23 - 4121

ヘイケボタル

ヘイケボタル

生息環境を整備しヘイケボタルが見られるようになった池

ホタルの飛翔 （撮影：井口和信さん）

 富良野警察署 駅前交番 ☎ 23 ‐ 2709 強い意志と  勇気で  暴力追放!!

〜
薬
物
の
な
い
社
会

を
〜

違
法
薬
物
は
、
心
身
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に

し
ま
す
。
ま
た
、
強
い
依
存
性
が
あ
る

た
め
、
一
度
で
も
手
を
出
し
て
し
ま
う

と
自
分
の
意
思
で
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

も
し
勧
め
ら
れ
て
も
キ
ッ
パ
リ
と
断
り
、

そ
の
場
を
離
れ
る
事
が
大
切
で
す
。

薬
物
に
関
す
る
ご
相
談
は
富
良
野
警

察
署
ま
で
。

夏
休
み
は
子
ど
達
の
自
由
時
間
が
増

え
、
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
た
り
非
行
に

誘
わ
れ
た
り
す
る
機
会
が
多
く
な
る
た

め
、
少
年
犯
罪
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
常
日
頃
か
ら
お
子
さ
ん
と
積
極

的
に
話
し
、
悩
み
や
行
動
の
変
化
を
把

握
し
、
大
切
な
お
子
さ
ん
が
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ッ
プ
!! 

薬
物
!!

少
年
の
非
行
・
犯
罪
被
害
防
止

シマちゃん

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
以
下
の
対
応
も
可
能
で
す
！

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSctWiwuX-4zj7E_Mws7x6SP5KSJ5EQLyCcyewBP8MC9DAIfCw/viewform
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Information  生活に役立つ情報をお届けします。 くらしの情報

富良野地域限定販売

自治体アプリの決定版

広報ふらの配信中

自
治
・
経
済
・
福
祉
・
教
育
・
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
富
良

野
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
人
や
市
民
の
模
範
と
な
る
人
を
毎
年
11
月
３

日
に
表
彰
し
て
い
ま
す
。
表
彰
区
分
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
を
推
薦

し
て
く
だ
さ
い
。

推
薦
さ
れ
た
候
補
者
は
書
類
審
査
し
た
後
、
議
会
の
同
意
を
得
て
正
式

決
定
さ
れ
ま
す
。

市
功
労
表
彰
・
貢
献
表
彰

市
功
労
表
彰
・
貢
献
表
彰

表
彰
候
補
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

表
彰
候
補
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

募集期限 7月24日㈮必着

推薦方法 市役所 ・ 山部支所 ・ 東山支所に設置している 「候補者推薦書」

に必要事項を記入のうえ、 直接持参または郵送してください。

表彰区分 ▶功労表彰

対 象／個人 （満60歳を超えた方） または団体

区 分／① 自治の振興発展に功績が顕著 （20年以上）　

② 産業経済の振興発展に功績が顕著 （20年以上）　

③ 保健、 医療、 福祉、 環境に功績が顕著 （20年以上）　

④ 教育・文化・体育・科学技術の振興に功績が顕著（20年以上）

▶貢献表彰

対 象／個人または団体

区 分／① 地域自治、 地域振興に大きく貢献 （20年以上）

② 市民の生命、 財産及び安全を守るため、 容易に他人のな

し得ない顕著な事績を挙げた方

③ 芸術 ・ 文化 ・ スポーツなどの分野において、 その功績が

特に顕著な事績を挙げた個人または団体

郵送先 〒076-8555　富良野市弥⽣町1番1号　総務課

問合せ 総務課　☎39- 2300

オリジナル赤ワイン
（720ml）

限定 10,000 本

オリジナル白ワイン
（720ml）

限定 10,000 本

オリジナルロゼワイン
（720ml）

限定 5,000 本

ふらのワインオリジナル赤・白・ロゼ

日頃のご愛顧に感謝し、 その年だけの味

わいを楽しめるオリジナルワインを富良野地

域限定の特別価格にて販売いたします。

赤は熟成した香りとバランスの取れた味

わい、 白はさわやかな果実味と口あたりの

良さが特徴、 ロゼは甘みのある香りを感じ

るやさしい口あたりのワインです。

▶ 価 　 　 格	 各 １,210 円 （税込）

▶ 販売期間	 予定本数に達した時点で

終了

▶ 販 売 先	 市内の酒販店

令
和
８
年

第
1
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
報
告

令
和
８
年
第
１
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
が

５
月
29
日
㈮
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
は
、
議
案
５
件
（
補
正
予
算
１
件
、
財

産
の
取
得
３
件
、
人
事
案
１
件
）、
報
告
１
件
が
原
案

の
と
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
た
ほ
か
、
南
富
良
野
町
選

出
議
員
の
辞
任
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
て
い
た
常
任
委
員

会
委
員
の
選
任
、
及
び
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
並
び
に
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

可
決
・
認
定
さ
れ
た
案
件
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
常
任
委
員
会
等
委
員

●

文
教
環
境
委
員
会　
　

大
西　

知
幸

◎
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
、
補
充
員

●

委　
　

員
：
川
崎　

隆
一
、
宮
下　

牧
弓
、
吉
田　

信
子

　
　
　
　
　
　
　
　

長
田　

壽
弘

●

補
充
員
：
１
番 

一
條　

敏
彦
、
２
番 

川
上　

泰
顕

　
　
　
　
　
　
　
　

３
番 

宍
戸
愛
委
子
、
４
番 

青
山　

智
顕

〔
補
正
予
算
〕

●

議
案
第
１
号	

令
和
８
年
度
富
良
野
広
域
連
合
一

般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

25
億
6
4
7
8
万
３
千
円
と
す
る
。

〔
財
産
の
取
得
〕

●

議
案
第
２
号	

財
産
の
取
得
に
つ
い
て　

（
富
良
野

消
防
署
：
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

●

議
案
第
３
号	

財
産
の
取
得
に
つ
い
て　

（
上
富
良

野
消
防
署
中
富
良
野
支
署
：
高
規
格

救
急
自
動
車
）

●

議
案
第
４
号	

財
産
の
取
得
に
つ
い
て　

（
富
良
野

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
：
カ
ー
ト
イ
ン

消
毒
保
管
機
）

〔
人
事
案
〕

●

議
案
第
５
号	

富
良
野
広
域
連
合
事
務
管
理
者
の

選
任
に
つ
い
て

	

稲
葉
武
則
氏

（
富
良
野
市
副
市
長
）

〈
再
任
〉

〔
そ
の
他
〕

●

報
告
第
１
号　

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

富
良
野
広
域
連
合 

☎
39 

-
 

１
２
２
１

一般会計補正予算 （第１号）

歳　入

分担金及び負担金 2,439 千円

諸収入 40 千円

 歳入合計 2,479 千円

歳　出

農林業費

牧場管理運営費 1,876 千円

消防費

上富良野施設管理経費 603 千円

歳出合計 2,479 千円

問 ぶどう果樹研究所　☎22-3242

7/1
発売

スマートシティ戦略室 ・ 地籍調査課が移転します！
令和８年６月の人事異動に伴い、 スマートシティ戦略室と地籍調査課が下記のとおり移転します。 電話番号は

変更ありませんが、 FAX番号が変更になります。

６月４日まで ６月５日から

スマートシティ戦略室

☎ 39-2305

FAX 23-2120

ICT の利活用推進、 庁内外の

DX 推進、 庁内ネットワーク ・

総合行政システムの監理

スマートシティ戦略室

複合庁舎４階に移転

FAX 23-3521

※電話番号はそのまま

地籍調査課

☎ 39-2307

FAX 23-3521

地籍調査 地籍調査課
複合庁舎３階に移転

FAX 23-2124

※電話番号はそのまま

新発売
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Information  生活に役立つ情報をお届けします。 くらしの情報

北海へそ踊り保存会

会員募集

北海へそ踊り保存会は、 今年度で

創立48年目を迎えました。 現在の会

員数は16人で、 70代から80代の方

が中心となっています。 若い会員も在

籍していますが、 仕事の都合などによ

り出演できない場合があり、 現在は各

種イベントの出演依頼に十分に対応で

きない状況です。 このため、 年齢を問

わず新規会員を募集しています。特に、

定年退職後の方などにも気軽に入会し

ていただけるよう呼びかけています。

富良野市の郷土芸能を次世代へ継

承するため、 ぜひ皆さまと共に北海へ

そ踊り保存会を盛り上げたいと考えて

います。 へそ祭りの発展のためにも、

保存会の活動にご理解とご協力をお願

いいたします。

年会費 2,000 円

※練習日不定期

問合せ 北海へそ踊り保存会（本間）

☎ 090-8900-3401

旭川駅＆運転所見学ツアー

旭川駅構内を巡って駅舎の特徴を

学ぶほか、 車両の整備などを行う場

所を見学します。

と　き ８/14㈮、 8/17㈪

８:45～13:45（昼食持参）

集合場所 旭川駅東改札口前

定　員 小学生と保護者

各日8組 （抽選）

申込み 7/26㈰ ま で に 左 記QR

コードから申込みくださ

い。

問合せ 旭川市交通政策課

☎0166-25-9851

ワイン醸造用ぶどうの苗木を

配布します

市内の農家で育てられているワイン

用のぶどうの苗木を、 市民の皆さんに

配布します。 ご自宅の庭先や家庭菜

園で、 ぶどうづくりを楽しんでみませ

んか。

※おひとり様2株まで、 白赤選べます

と　き 7/21㈫

9:00 ～ 11:00

ところ 種苗センター （西学田2区）

問合せ ぶどう果樹研究所

☎22 - 3242

中井貴惠の絵本の世界へ

ようこそ

俳優 ・ エッセイストの中井貴惠さん

が大人の心に響く翻訳絵本を朗読。 石

塚まみさんのピアノと歌が彩る、 華や

かで贅沢な時間をお楽しみください。

と　き 8/1㈯

13:30　会場

14:00　開演

ところ 文化会館　サンエーホール

入場料 無料

申込み 7/13㈪9:00から文化会

館で入場チケットを配布し

ます （なくなり次第終了）

※ 以 降 平 日9:00 ～

17:00のみ配布

問合せ コミュニティ推進課

☎39 - 2311

文化庁伝統文化親子教室事業

子ども箏
こ と

体験教室参加者募集

文化庁 「伝統文化親子教室事業」

の一環として、 子ども向け箏体験教室

を開催します。箏に実際に触れながら、

日本の伝統音楽を楽しく体験してみま

せんか。 初心者も歓迎です。

と　き ● 8/4㈫ ・ 6㈭

　 13:00〜15:15

● 8/9㈰　演奏発表会

　 13:00〜15:15

ところ 文化会館　リハーサル室

対　象 小学1年生〜中学3年生

参加料 無料

定　員 10人程度 （申込順 ・ 定員

になり次第締切）

その他 全日程参加できる方を優

先します （保護者見学可）

申込み 左 記QRコ ー ド の 申 込

フォームよりお申し込みく

ださい

問合せ 富良野おこと教室 （山田）

☎090-9753-1129

市民の
掲示板

掲載記事募集　…　原稿は掲載を希望する広報発行日

の１カ月前までにお願いします。 投稿はこちらから➡

緊急再就職訓練受講者募集

「PC ビジネス科」

一般事務職に必要な社会保険 ・ 給

与計算などの知識の習得、 コミュニ

ケーション能力向上を図るとともに、

パソコンの基本操作を身に付け、 資

格の取得を目指します。

対　象 知識 ・ 技能を身に付けて再

就職を希望する離転職者

※定員10人

資格取得 ● 日商PC検定 データ活用　

３級

● 日商PC検定 文書作成　

３級

期　間 9/11㈮～ 11/10㈫

9:00〜15:50

（土日祝祭日休み）

※16:50の日も数日あり

ます

募集期間 6/19㈮ ～ 7/22㈬

受講場所 富良野地域人材開発セン

ター

受講料 無料（別途、教材費５,000 

円程度が必要です）

問合せ 富良野地域人材開発セン

ター　☎22 - 2619

2026年度

障がい者就労相談会の開催 （1回目）

障がいにより就労に関する悩みや

不安などの困りごとがある方への相

談や各種就業活動支援の説明をはじ

め、 一般事業所への実習あっせんや

連携先である関係機関の利用方法に

関する相談等もお受けいたします。 さ

らに、 在職中の方への職場定着支援

やジョブコーチ支援といった制度の説

明なども行います。

相談を希望される方はお電話でご

予約のうえ、 当日会場までお越しくだ

さい。 なお、 当日の混雑状況により、

予約なしでの当日受付も行います

と　き 7/24㈮

13:30〜15:30

ところ 文化会館　会議室B

対　象 障がいのある方で就労に

関してお困りの方、 就労

準備をする予定の方　

※障がい者手帳をお持ち

でない方からの相談も

お受けします

申込み
問合せ

上川中南部障害者就業 ・ 生

活支援センターきたのまち

☎ 0166 - 38 - 1001

FAX 0166 - 38 - 1002

　（福祉課　☎︎39 - 2211）

市 ・ 道営住宅入居者募集

受付期間 7/13㈪～ 7/24㈮

住 宅 一般世帯向け住宅　　

▶瑞穂団地 （瑞穂町７番）　　

　１戸（S60年築　3ＬＤＫ　2階）

▶緑町団地 （緑町３番）　　

　１戸（H9年築　3ＬＤＫ　3階）

▶しらかば団地 （錦町８番）　　

　１戸（H11年築　3ＬＤＫ　２階）

一般世帯向け住宅

（単身入居可）

▶ユーフレ団地（山部北町１番）　　

　1戸（H5年築　3ＬＤＫ　１階）

高齢者等世帯向け住宅

（単身入居可）

▶北の峰団地　（北の峰２７番）

　１戸 （H15年築　2ＬＤＫ　１階）

▶北麻町団地 （北麻町１番）

　2戸（R3・4年築　2ＬＤＫ　１階）

入居資格 ①住宅に困窮している　

②税金の滞納がない　

③収入が基準以内　　　

④申込者と同居者が暴力

団員でない

抽 選 抽 選 は7/30㈭14:00か

ら公開で実施します。 申

込者及び関係者の最小限

の観覧は自由です。

申込み 申込書を郵送しますので、

都市建築課に電話くださ

い。 収入を証明する書類

などを添えて申込書を郵

送で提出してください。

問合せ 都市建築課 ☎39 - 2316

心身障がい者の

巡回相談

と き 9/29㈫〜30㈬

ところ 旭川市障害者福祉センター

 「おぴった」 （旭川市宮前1

条3丁目3番7号）

内 容 知的障がい者の方の療育

手帳新規交付の判定及び

等級変更がある場合の判

定。 身体障がい者の方の

補装具についての専門的

相談など

申込み 相 談 は 予 約 制。 7/16㈭

までに福祉課に電話で申

し込みください。

問合せ 福祉課　☎39 ‐ 2211

自転車を安全に乗りましょう！

自 転 車 無 料 点 検

自転車による交通事故が多く発生

しています。 交通事故の防止には自

転車の整備が大切です。 自転車を点

検し、 ブレーキ調整など軽微な整備

を無料で実施します。

と　き 7/15㈬

10:00〜11:30

※雨天中止の場合あり

ところ 中心街活性化センター

ふらっと 自転車置き場

問合せ コミュニティ推進課

☎39 - 2311

《学ぶ・創る・繋がる》地域の方や子ども・

親、高齢者、障がい者、多種多様・多世代

の人々が集える場所です。専門職に気軽

に相談もできます。〈参加無料〉

認知症カフェ ほっとカフェん
と　き ７/25㈯　13:00

ところ すまいるふらの 地域交流館 
（下御料 1990 番地）

問合せ
すまいるふらの

☎ 22 - 2123

☎ 090-6443-4904
℻ 0167-56-7177

広 告
公益財団法人北海道市町村振興協会

https://logoform.jp/form/iLZf/1623351
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSevsZtGl-mk0JkwjE5p5_ty5XuZqv-1It555pkhY6BjjvWhDg/viewform
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TOPICS  まちのニュース

4月24日㈮、 令和8年度富良野市道路河川

愛護事業功労団体表彰式が行われ、 3団体が

表彰されました。

表彰されたのは、 御料道路河川愛護組合、

新光町道路愛護組合、 老節布道路河川愛護組

合で、 市道などの路肩の草刈り、 清掃、 ごみ

拾いなどを定期的に実施し、 道路河川行政の

向上に貢献されたことが評価されました。

長年道路や河川の美化に尽力

～道路河川愛護事業功労団体表彰式～

News 04

4月29日㈬、 ぶどうが丘桜園で、 山川草木

を育てる集い富良野本部の植樹祭が行われま

した。

富良野市内のほか札幌などから合わせて約

30人が参加し、 ヤチダモ20本、 ケヤマハンノ

キ20本、 カツラ10本の合わせて50本の苗木を

植樹しました。

継続して活動を

～山川草木を育てる集い 「第37回植樹祭」 ～

News 05

4月30日㈭、 富良野市において、 橋本 サチ

子さん、 長部 みち子さんに民生委員 ・ 児童委

員に対する厚生労働大臣特別表彰伝達式を行

いました。 2人は 「たくさんの地域の方に支えら

れ、 長年続けられることができました。 これから

も声かけなどを続け、 町内に恩返ししていきた

い」 と話しました。

地域に支えられて

～厚生労働大臣特別表彰～

News 06

5月9日㈯、 富良野ライオンズクラブ （会長 ・

澁谷正文） がラベンダーの苗81株を寄贈し、

富良野市複合庁舎の花壇に植栽を行いました。

同クラブは、 公共空間の植栽など、 緑化推

進事業に取り組んでおり、 平成以降、 朝日ヶ丘

総合公園、 金満緑地公園など、 市内各所で植

栽事業を行っています。

富良野ライオンズクラブ

～ラベンダー寄贈～

東山地区をきれいに

～クリーンタウンプロジェクト～

News 07

4月11日㈯に宮城県東松島市で開催された、

「第3回みちのく大太鼓コンテスト」 に、 扇山小

学校4年の小野 結翔さん （富良野彌榮太鼓保

存会所属） が出場し、 市役所を訪れ結果を報

告しました。

動画審査を経て出場権を獲得し、 本番では、

一打目でバチを落としてしまうハプニングもあり

ましたが、 見事な演奏を披露。 小学生の部で

最優秀賞に輝きました。

小野さんは、 「緊張したけど、 言われたことを

意識して演奏することができました」 と笑顔で

話しました。

最優秀賞を獲得！

～第3回みちのく大太鼓コンテスト～

News 01

４月21日㈫、 富良野市と友好交流協定を結

んでいる台湾 ・ 台南市から、 富良野高校と扇

山小学校5年生に台湾パイナップル計120個が

寄贈され、 児童 ・ 生徒は甘さと豊かな香りを楽

しみました。

富良野高校3年の鹿野 明莉さんは 「とても

甘くて実も柔らかく、 みずみずしかったです」 と

笑顔で話し、 扇山小学校5年の野木 陽斗さん

も 「甘い味が濃くて、 とてもおいしかったです」

と感想を話してくれました。

南国の恵み

～台南市からパイナップルの寄贈～

News 02

４月24日㈮、 樹海学校によるクリーンタウン

プロジェクトが国道38号線で行われました。 統

合前の旧樹海中学校から活動を引き継ぎ、 今

回で通算43回目になります。

児童代表の益田 可絵さんは 「ごみを捨てな

い気持ちを持って生活をすることが大切です。

ごみを拾って感じたことを胸に生活をしていきま

しょう」 と挨拶をしました。

News 03
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TOPICS  まちのニュース

５月17日㈰、 令和８年度スポーツ表彰式が行

われ、 26人と１団体が受賞しました。 今年度か

ら満90歳以上で長年にわたり健康づくりに励ん

できた方をたたえる 「健幸スポーツ賞」 が新設

されました。 　受賞者は下記のとおりです。 （敬称略）

垣内 隆志
水間 守 ・ 村橋 信衛
小池 駿介 ・ 小池 祥平 ・ 井上 博之 ・ 青木 蓮弥 ・
後藤 美羽 ・ 東 蓮翔 ・ 荏原 碧 ・ 壽浅 瑠弥 ・ 松
本 みのり ・ 中﨑 悠晴 ・ 岸 綺音 ・ 熊野 ひかり ・
最上 麻衣 ・ 白濱 苺香 ・ 今泉 大和 ・ 入交 初音 ・
富良野高校少林寺拳法部
西山 前志郎・荒木 彩花・井上 慧美・井上 友稀・
篠嶋 那結 ・ 井上 紗良 ・ 白椛 瑛汰

スポーツ功労賞
健幸スポーツ賞
スポーツ賞

スポーツ奨励賞

活動を称えて

～令和8年度スポーツ表彰式～

News 12

5月27日㈬、 富良野市自衛官募集相談員の

委嘱式を行い、 2人に対して富良野市自衛官募

集相談員として委嘱状を交付しました。

自衛官募集相談員とは、 自衛隊と連携しな

がら自衛官志願者への情報提供や相談を行い、

募集事務に協力する市民です。 任期は2年間

です。

自衛官募集の窓口

～自衛官募集相談員委嘱式～

News 13

5月30日㈯、 文化会館会議室ABCで富良

野市健康づくり研修会が開催されました。

今回の講演会は、 富良野協会病院 内科部

長 荒井 俊夫さんを講師に 「禁煙について」 を

テーマにたばこの依存度や主な病気、 周囲への

影響などについて説明されました。

今日できることから準備を

～富良野市健康づくり研修会～

News 14

6月1日㈪、 富良野文化会館サンエーホール

で令和８年度富良野建設産業安全大会が行わ

れました。 主催者の富良野建設業協会 会長 軽

米 達也さんは 「どれほど技術が進歩し、 設備

や安全対策が充実したとしても、 最後に安全を

守るのは現場で働く私たち一人ひとりの意識と

行動が重要です。」 とあいさつをしました。

今日も無事で、 明日も元気に

～富良野建設産業安全大会～

安心安全な市民生活を

～交通防犯運動市民大会～

News 15

5月10日㈰、 山部自然公園太陽の里で第70

回やまべさくらまつりが開催されました。

祭りには約300人の地元住民らが参加し、

焼肉などを楽しみました。 ステージでは、 山部

出身の作曲家 ・ 島 強さんによるコカリナライブ

や、 南富良野町出身の演歌歌手 ・ 石上 久美子

さんによる歌謡ショーが行われました。

山部商工会の髙橋 穰二会長は 「地域の住民

が一堂に会する機会なのでたくさん語りあって

いただければと思います」 と挨拶をしました。

快晴の中春の陽気を

～やまべさくらまつり～

News 08

5月10日㈰、 富良野市から富良野ロータリー

クラブ(会長 ・ 奥平康博） と富良野ローターアク

トクラブ （会長 ・ 篠澤宏知） に感謝状が贈呈さ

れました。

同クラブは、 鳥沼公園内に設置されている老

朽化した公園散策MAP看板の更新事業を地域

貢献活動として行いました。

5月16日㈯、富良野市民球場で富良野ブルー

リッジがホーム開幕戦を行いました。

富良野ブルーリッジは旭川ビースターズに対

し6対17で、 敗れました。 オープニングセレモ

ニーで篠田 信子球団代表は 「皆さんの応援が

選手の力になりますのでたくさんの応援よろしく

お願いいたします」 とあいさつをしました。

富良野ロータリークラブ＆

富良野ローターアクトクラブに感謝状

富良野ブルーリッジ

2026シーズン開幕

News 09

News 10

5月20日㈭、 富良野文化会館サンエーホー

ルで、 第14回富良野市交通防犯運動市民大会

が開催されました。

大会では、 富良野警察署交通課長による交

通講話、 富良野ライオンズクラブ、 富小っ子見

守り隊による大会宣言が行われました。

News 11

富良野市公式 Facebook ＆ Instagram でも

まちのできごとを発信しています。
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Voice
市民の声 ・ パブリックコメント （市民参加手続） ・ 市長トーク

「市民の声」 「パブリックコメント」 の投函箱は、複合庁舎１階・

図書館・山部支所・東山支所にあります。 裏表紙の 「ＱＲコー

ド」 からも投稿できます。  企画振興課　☎ 39-2304

富良野市特定乳児等通園支援事業の運営に関

する基準を定める条例の制定について

令和６年創設の「こども誰でも通園制度」に基づ

き、保育所等を利用していない乳幼児に時間単位で

通園する機会を提供する「特定乳児等通園支援事業」

を実施します。就労要件を問わず、全ての子どもた

ちに良質な育ちを保障し、子育て家庭の負担軽減と

孤立防止を図るものです。

本市では円滑な実施に向け、事業者が遵守すべき

運営や利用定員、職員配置等の基準を定める条例を

制定します。

▶ 募集期間　７月１日㈬～７月20日㈪

▶ 提出先 ・ 問合先　

こども未来課 （複合庁舎２階）

〒 076-8555 弥生町 1 番 1 号

☎ 39-2223　FAX23-3528

kodomo-ka@city.furano.hokkaido.jp
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パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト募集

▶ 原案の閲覧場所

複合庁舎 1 階、 図書館、 山部支所、 東山支所、 担当課窓口

▶ 意見の提出方法

住所・氏名・電話番号を記入し、 閲覧場所にある意見箱または各担当課に持参・郵送・ＦＡＸ・電子メールで提出してください。

様式は自由です。 録音した媒体 （CD-R など） も受け付けます。

広 報 ふ ら の 「 文 彩 」

に 掲 載 す る 俳 句 や 短

歌 を 募 集 し ま す 。

個 人 、 団 体 は 問 い

ま せ ん の で 、 掲 載 を

希 望 す る 方 は 企 画 振

興 課 ま で ご 連 絡 く だ

さ い 。

問企 画 振 興 課

☎ 3 9 - 2 3 0 4

旧富良野高校跡地利活用の基本構想（案）について

旧富良野高校の校舎及び敷地の利活用について、

旧富良野高校跡地利活用市民検討委員会を設置し、

市民にとって有効な活用方法を検討し、基本構想

（案）としてまとめました。

第１章　策定の背景と目的

第２章　旧富良野高校跡地の概要

第３章　これまでの検討経過

第４章　基本構想

第５章　旧富良野高校跡地利活用市民検討委員会

としての意見

▶ 募集期間　７月１日㈬～７月20日㈪

▶ 提出先 ・ 問合先　

財政課 （複合庁舎３階）

〒 076-8555 弥生町 1 番 1 号

☎ 39-2306　FAX23-2120

zaisei-ka@city.furano.hokkaido.jp

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト募集

///// 富良野で暮らし働く人たちがいて、 元気なまちはつくられています。 頑張っている事業所や働く人、 関連する事業を紹介します /////

生活の質を高める診察を目指して

働 く 人 紹 介
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来さん／浦河町出身
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富良野協会病院
新しい医師の紹介

千葉　周 さん

〈外科〉

遠藤　頌太 さん

〈消化器内科〉

福浦　愛 さん

〈内科〉

西村　舞 さん

〈小児科〉

立花　史音 さん

〈消化器内科〉

永渕　将哉 さん

〈泌尿器科〉

清水　未来 さん

〈泌尿器科〉

竹田津　原野 さん

〈小児科〉

北村　勇斗 さん

〈整形外科〉

応援する事業の紹介 深刻化する医師不足を解消するため、 旭川医科大

学、 富良野協会病院との三者で地域医療を担う医

師の養成 ・ 確保に向けた連携協定を締結し、 修学

資金の貸付けを行っています。 市内の医療機関で、

一定期間臨床研修を受けることを条件に返還を免除

しています。 　問保健医療課　☎ 39 - 2200　

富良野市
医師養成確保
修学資金

今回紹介する事業所

富良野協会病院
（所在地）
住吉町１番 30 号

https://www.city.furano.hokkaido.jp/life/docs/2009459.html
https://www.city.furano.hokkaido.jp/life/docs/2009640.html
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